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は
じ
め
に 

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館(

歴
博)

を
中
心
と
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
『
弥

生
農
耕
の
起
源
と
東
ア
ジ
ア
―
炭
素
年
代
測
定
に
よ
る
高
精
度
編
年
体

系
の
構
築
―
』
が
平
成
二
十
年
度
で
五
年
間
の
研
究
を
終
え
る
。 

こ
れ
は
、
文
部
科
学
省
の
学
術
創
成
研
究
費
に
よ
る
大
型
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
、
考
古
学
分
野
に
お
い
て
は
、
類
例
の
な
い
四
億
円
以
上
の
費

用
が
計
上
さ
れ
た
研
究
で
、
そ
の
主
目
的
が
「
炭
素
十
四
年
代
に
よ
る

弥
生
時
代
の
編
年
」
す
な
わ
ち
「
弥
生
時
代
五
百
年
遡
上
論
」
に
あ
る

こ
と
は
副
題
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。 

五
年
間
に
わ
た
る
研
究
で
あ
り
、
そ
の
経
過
に
つ
い
て
は
、
歴
博
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
学
会
報
告
や
関
連
す
る
新
聞
報
道
、『
新
弥
生
時
代
の

は
じ
ま
り (

第
１
巻)(

第
２
巻) 

』(

西
本

2006
、2007)

な
ど
で
知
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
新
た
な
考
古
学
的
な
進
展
も
目

覚
し
く
、
文
部
科
学
省
の
考
古
学
関
連
の
科
学
研
究
費
の
四
分
の
一
を

占
め
る
研
究
に
相
応
し
い
成
果
も
数
多
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、

新
し
い
年
代
観
に
刺
激
を
受
け
て
、
旧
来
の
考
古
学
研
究
成
果
に
つ
い

て
大
幅
な
見
直
し
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
、
副
次
的
な
効
果
と
し
て
特
筆

に
価
す
る
だ
ろ
う
。 

し
か
し
な
が
ら
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
問
題
点
も
非
常
に
多
い
。 

そ
も
そ
も
の
経
過
を
た
ど
る
と
、
本
研
究
の
契
機
が
、
平
成
十
五
年

五
月
十
九
日
の
新
聞
発
表
「
弥
生
時
代
の
開
始
年
代
に
つ
い
て
」
、
す
な

わ
ち
「
弥
生
時
代
五
百
年
遡
上
論
」
に
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

し
か
も
、
そ
の
新
聞
発
表
は
、
第
六
十
九
回
考
古
学
協
会
総
会
発
表
に

先
立
つ
こ
と
一
週
間
で
あ
っ
た
。
通
常
な
ら
研
究
成
果
は
、
学
会
発
表

を
経
て
か
ら
、
新
聞
発
表
す
る
の
が｢

常
識｣

で
あ
る(

註
１)

。
そ
れ
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
発
表
を
急
い
だ
背
景
に
は
、
文
部
科
学
省
の
学
術
創

成
研
究
の
申
請
問
題
が
あ
っ
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
の
で
あ
る
。 

そ
の
た
め
、
最
初
か
ら
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
新
聞
発
表
に
沿
っ
た

成
果
を
期
待
し
て
い
た
。
い
わ
ば
、
研
究
目
的
が
「
予
測
の
検
証
」
に

あ
っ
た
た
め
に
、
予
測
と
乖
離
す
る
デ
ー
タ
が
現
れ
る
と
、
そ
の
取
扱

い
に
苦
慮
し
、
時
に
は
恣
意
的
な
傾
向
を
示
し
始
め
た
の
で
あ
る
。 

そ
し
て
、
ま
も
な
く
終
了
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
に
お
い
て
も
、

お
そ
ら
く
「
弥
生
時
代
の
は
じ
ま
り
は
紀
元
前
十
世
紀
」
と
の
結
論
が

再
確
認
さ
れ
る
情
勢
に
あ
る
。 

し
か
し
、
少
な
く
と
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
成
果
の
う
ち
、
編
年
結
果
に

つ
い
て
は
、
論
理
的
に
も
、
科
学
的
に
も
、
大
き
な
欠
陥
が
あ
る
。
最

終
報
告
が
提
出
さ
れ
て
し
ま
う
と
、
結
論
だ
け
が
一
人
歩
き
し
て
し
ま

う
惧
れ
が
あ
る
。 

そ
の
前
に
、
問
題
の
所
在
を
、
事
実
関
係
に
の
み
絞
っ
て
提
起
す
る

の
で
、
筆
者
の
従
前
の
論
文(

新
井2006

、2007a

、2007b

、2008a

、

2008b)

と
共
に
ぜ
ひ
参
考
に
し
て
頂
き
た
い
。 

本
稿
が
指
摘
す
る
骨
子
は
二
点
で
あ
る
。 

第
一
点
は
、
歴
博
は｢

炭
素
十
四
年
代
は(

国
際
較
正
基
準
に
よ
る
較

正
を
行
え
ば)
正
し
い
年
代
を
与
え
る｣

と
の
前
提
条
件
に
立
っ
て
い
る
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が
、
背
反
す
る
豊
富
な
実
例
と
そ
の
理
論
的
な
背
景
か
ら
見
て
、
そ
れ

は
未
だ
単
な
る｢

仮
説｣

あ
る
い
は｢

願
望｣

に
過
ぎ
な
い
と
言
う
こ
と
で

あ
る
。 

第
二
点
は
、
た
と
え
歴
博
の
前
提
条
件
が
正
し
い
と
し
て
も
、
そ
の

後
の
「
測
定
デ
ー
タ
」
が
、
当
初
の
新
聞
発
表
時
の
期
待
と
か
け
離
れ

た
結
果
と
な
っ
た
た
め
、
歴
博
の
議
論
に
は
、
論
理
的
な
矛
盾
を
数
多

く
内
包
す
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。 

記
述
の
関
係
で
、
本
稿
で
は
、
ま
ず
第
二
点
、
す
な
わ
ち
歴
博
の
前

提
条
件
「
炭
素
十
四
年
は
正
し
い
年
代
を
与
え
る
」
を
仮
に
正
し
い
と

認
め
た
上
で
、
歴
博
の
考
察
に
は
、
矛
盾
や
二
重
基
準
あ
る
い
は
「
試

合
途
中
の
ル
ー
ル
変
更
」
が
多
く
、
と
て
も
当
初
の
結
論
「
弥
生
時
代

五
百
年
遡
上
論
」
が
素
直
に
成
立
し
得
る
状
況
に
な
い
こ
と
か
ら
述
べ

る
。 そ

の
上
で
、
第
一
点
に
戻
り
、
前
提
条
件
そ
の
も
の
、
す
な
わ
ち
「
炭

素
十
四
年
は
正
し
い
年
代
を
与
え
る
か
」
に
つ
い
て
も
、
エ
ジ
プ
ト
な

ど
で
歴
史
考
古
学
年
代
と
照
合
す
る
と
未
だ
大
き
な
乖
離
が
あ
り
、
日

本
の
実
情
を
解
析
し
て
も
、
あ
ま
り
に
も
多
く
の
矛
盾
に
満
ち
て
い
る

こ
と
を
指
摘
す
る
。 

し
か
し
、
い
ま
と
な
っ
て
は
、
歴
博
が
本
稿
の
批
判
に
逐
一
反
論
す

る
こ
と
は
困
難
か
も
知
れ
な
い
。
そ
う
は
言
っ
て
も
、
本
稿
は
少
な
く

と
も
「
論
理
的
、
科
学
的
な
批
判
」
と
し
て
提
出
す
る
も
の
で
あ
る
。

ぜ
ひ
最
終
報
告
書
に
は
、「
他
に
も
存
在
す
る
批
判
的
な
論
考
」
と
共
に
、

そ
の
存
在
だ
け
で
も
追
記
し
て
後
の
研
究
に
役
立
て
て
頂
き
た
い
。
も

し
批
判
を
「
無
視
」
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
旧
石
器
捏
造
事
件
の
道
に
つ

な
が
る
こ
と
を
怖
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

Ⅰ 

暦
年
較
正
の
矛
盾
点 

 

前
述
し
た
よ
う
に
、
ま
ず
最
初
に
、
歴
博
と
同
じ
く
「
炭
素
年
代
は

(

国
際
較
正
基
準
に
よ
っ
て
較
正
す
れ
ば)

正
し
い
年
代
を
与
え
る
」
と

の
前
提
で
議
論
し
て
見
る
。
す
な
わ
ち
、
歴
博
と
同
じ
土
俵
に
立
っ
て
、

歴
博
の
議
論
に
、
ど
の
よ
う
な
論
理
的
な
矛
盾
が
あ
る
か
に
つ
い
て
指

摘
し
た
い
。 

 (

１) 

弥
生
開
始
時
期
の
問
題 

平
成
十
五
年
五
月
十
九
日
、
歴
博
は
、
炭
素
十
四
年
代
測
定
法
で
北

部
九
州
出
土
の
土
器
付
着
炭
化
物
な
ど
を
調
べ
た
結
果
、
水
田
稲
作
が

始
ま
っ
た
実
年
代
は
、
定
説
よ
り
約
五
百
年
古
く
な
り
、
紀
元
前
十
世

紀
ご
ろ
に
な
る
と
す
る
研
究
成
果
を
「
新
聞
発
表
」
し
た
。
そ
の
時
の

発
表
資
料
は
『
東
ア
ジ
ア
の
古
代
文
化
』(

歴
博2003)

に
収
録
さ
れ
て

い
る
。 

学
会
に
先
立
つ
異
例
の
発
表
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
こ
の
時

は
、
直
接
の
関
連
遺
物
が
十
一
件
あ
る
こ
と
と
、
そ
の
出
土
遺
跡
の
概

要
が
示
さ
れ
た
だ
け
で
、
炭
素
十
四
年
代(

分
析
値)

は
具
体
的
に
示
さ

れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
後
の
報
告
と
対
照
す
る
と
、
十
一
件
の
内
容
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は
、
佐
賀
県
梅
白
遺
跡
の
夜
臼
Ⅱ
式
期
の
杭(

２)

、
夜
臼
Ⅱ
式
土
器(

２)

、

福
岡
県
橋
本
一
丁
田
遺
跡
の
夜
臼
Ⅱ
式
土
器(

４)

、
福
岡
県
雀
居
遺
跡

夜
臼

Ⅱb
式
土
器(

１)

、
板
付
Ⅰ
式
土
器(

２)

で
あ
り
、
炭
素
十
四

BP
年

代(

註
２)
は
表
１
に
示
す
通
り
で
あ
る
。［
以
下
、
炭
素
十
四
BP
年
代
を

炭
素
十
四
年
代
ま
た
は
炭
素
年
代
と
略
記
す
る
］
。 

こ
れ
ら
の
十
一
点
に
つ
い
て
、
発
表
付
属
の
「
資
料
１
」
を
見
る
と
、

歴
博
は
「
試
料
十
一
点
の
う
ち
、
十
点
が
前
八
百
年
を
は
さ
む
年
代
に

集
中
す
る
結
果
と
な
っ
た
」
と
解
説
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
発
表
本

文
で
は
「
紀
元
前
八
百
～
九
百
年
ご
ろ
に
集
中
す
る
年
代
」
と
五
十
年

も
変
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
夜
臼
Ⅱ
式
や
板
付
Ⅰ
式
よ
り
も
遡
る

夜
臼
Ⅰ
式
な
ら
「
紀
元
前
十
世
紀
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
可
能
性
」
が
あ
る

と
発
表
し
た
の
で
あ
る
。 

こ
こ
ま
で
は
、
国
際
較
正
基
準(

註
３)

を
信
頼
す
る
立
場
で
あ
れ
ば
、

多
少
の
誇
張
は
あ
る
が
、
間
違
い
と
言
う
ほ
ど
で
は
な
い
。 

と
こ
ろ
で
、
そ
の
後
の
経
過
は
ど
う
な
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
北
九
州

三
県(

長
崎
、
福
岡
、
佐
賀)

の
そ
の
後
の
測
定
結
果
を
、
弥
生
早
期(

山

の
寺
式
と
夜
臼
Ⅰ
式)

、
弥
生
前
期
初
頭(

夜
臼
Ⅱ
式
と
板
付
Ⅰ
式)
に
分

け
て
表
１
に
追
記
す
る
。 

新
聞
発
表
当
初
は
、
弥
生
早
期
の
炭
素
十
四
年
代
を
測
れ
ば
、
弥
生

前
期
初
頭
よ
り
も
百
年
ほ
ど
古
く
で
る
と
予
想
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
、
弥
生
早
期
の
値
が
、
む
し
ろ
弥
生
前
期
初
頭
よ
り
も
新
し

く
出
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
新
た
に
測
定
し
た
弥
生

前
期
初
頭
の
炭
素
年
代
も
新
聞
発
表
時
よ
り
も
百
年
も
新
し
く
で
た
の

で
あ
る
。 

試
料
に
は
、
後
に
な
っ
て
異
常
値(

表
１
の
炭
素
年
代
に*

印)

と
さ
れ

た
も
の(

藤
尾2007)

が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
本
質
は
変
わ
ら
な
い
の
で
、

表
１
に
基
づ
き
、
炭
素
十
四
BP
年
代
の
平
均
値
を
計
算
す
る
と
次
の
通

り
で
あ
る
。
な
お
、(  )

は
異
常
値
を
除
い
た
場
合
で
あ
る
。 

新
聞
発
表
時
の
弥
生
前
期
初
頭
の
デ
ー
タ 

十
一
件 

二
六
七
三
年 

(    

九
件 

二
六
二
九
年) 

新
聞
発
表
以
降
の
弥
生
前
期
初
頭
の
デ
ー
タ 

二
十
六
件 

二
五
六
六
年  (

二
十
一
件 

二
五
二
一
年) 

新
聞
発
表
以
降
の
弥
生
早
期
の
デ
ー
タ 

十
件 

二
六
三
一
年  (    

九
件  

二
六
〇
三
年) 

新
聞
発
表
以
降
の
新
た
な
試
料
に
つ
い
て
言
え
ば
、
弥
生
早
期
は
、

新
聞
発
表
時
の
弥
生
前
期
初
頭
よ
り
も
逆
に
三
十
年
ほ
ど
新
し
い
年
代

で
、
も
ち
ろ
ん
予
測
の
前
十
世
紀
に
は
届
か
な
か
っ
た
。
そ
れ
ば
か
り

で
な
く
、
新
聞
発
表
の
時
に
は
、
明
快
に
「
前
八
百
年
を
は
さ
む
年
代
」

と
な
っ
て
い
た
十
件
の
弥
生
前
期
初
頭
デ
ー
タ
も
、
新
た
な
二
十
六
件

の
試
料
に
よ
れ
ば
平
均
で
百
年
も
新
し
く
な
り
、
い
わ
ゆ
る
「
二
四
〇

〇
年
問
題
」(

註
４)

に
か
か
り
、
前
七
七
〇
年
頃
の
他
に
、
前
六
八
〇

年
頃
も
有
力
な
候
補
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
関
係
に
つ
い
て

は
、
各
々
の
炭
素
年
の
分
布
と
共
に
図
１
に
模
式
図
と
し
て
示
す
。
図

１
に
示
し
た
国
際
較
正
基
準
のIntC

al04

は
誤
差
２σ

表
示
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
で
、
な
ぜ
新
聞
発
表
時
の
試
料
の
中
に
百
年
ほ
ど
古
い
年
代

を
示
す
も
の
が
多
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
測
定
結
果
に
大
差
が
生
じ 
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 表1 北九州の弥生早期・前期初頭の炭素14年代測定結果とその推移

県 遺跡名  試料番号 海岸  試料 C14年 δ13C  土器年代 新聞 文
距離 permil  形式 発表 前期 早期 06年 07年 献

佐賀 梅白  UMS-7 2  土器 2970* NA  夜Ⅱa 前初 ― 1
佐賀 菜畑  FJ-0406 1  土器 2880* -26.5  山寺新 早期 早前 早前 1
佐賀 菜畑  FJ-0412 1  土器 2810* -23.0  夜Ⅱa 前初 早後 1
佐賀 菜畑  FJ-0423 1  土器 2800* -22.8  夜Ⅱa 前初 前初 1
福岡 橋本一丁田  HSM-1 3  土器 2770* NA  夜Ⅱ 前初 早後 1
福岡 雀居4次  FUFJ-30b  土器 2745* -19.4  夜Ⅱa 前初 早後 2
福岡 雀居4次  FUFJ-29  土器 2735* -21.8  夜Ⅱa 前初 早後 2
佐賀 菜畑  FJ-0408 1  土器 2730 -25.3  山寺 早期 早前 早前 1
福岡 雀居4次  FUFJ-4  土器 2690* -23.6  夜Ⅱ 前初 早後 2
佐賀 梅白  USM-2a 2  杭 2680 -26.0  夜Ⅱ 前初 早後 1
福岡 板付37次  FJ-048  土器 2670 -26.4  夜Ⅰ 早期 早後 1
佐賀 梅白  UMS-6 2  土器 2660 NA  夜Ⅱb 前初 ― 1
福岡 橋本一丁田  HSM-5 3  土器 2660 NA  夜Ⅱ 前初 早後 1
福岡 橋本一丁田  HSM-6 3  土器 2650 -25.8  夜Ⅱa 前初 早後 1
福岡 橋本一丁田  HSM-3 3  土器 2640 -26.1  夜Ⅱa 前初 早後 1
福岡 板付34次  FUFU-40  土器 2630 -27.1  夜Ⅰ 早期 早後 1
福岡 板付34次  FUFU-49  土器 2630 -25.8  夜Ⅰ 早期 早後 1
福岡 板付  FUFU-42  土器 2620 -25.7  夜Ⅰ 早期 早後 1
福岡 雀居12次  JKY-5  土器 2620 -26.8  板Ⅰ 前初 前初 1
佐賀 大江前  SAGFJ-5 2  土器 2610 -25.6  夜Ⅱb 前初 前初 2
佐賀 梅白  UMS-1a 2  杭 2600 -25.0  夜Ⅱ 前初 早後 1
佐賀 菜畑  FJ-0418 1  土器 2600 -25.4  夜Ⅱb 前初 早後 1
福岡 板付34次  FUFU-41-b  土器 2600 -25.7  夜Ⅰ 早期 早後 1
佐賀 菜畑  FJ-0420 1  土器 2590 -26.1  夜Ⅱb 前初 前初 1
福岡 雀居12次  JKY-6  土器 2590 -26.4  板Ⅰ 前初 前初 1
佐賀 大江前  SAGFJ-6 2  土器 2580 NA  夜Ⅱb 前初 前初 2
佐賀 菜畑  FJ-0415 1  土器 2570 -26.7  板Ⅰ 前初 前初 1
長崎 権現脇  FJ-0571(re) 3  土器 2570 -27.6  山寺古 早期 早前 ― 1
福岡 板付  FUFU-50-b  土器 2570 -25.5  夜Ⅰ 早期 前初 1
福岡 雀居12次  JKY-2  土器 2560 -26.3  板ⅠbⅡa 前初 前初 1
佐賀 大江前  SAGFJ-14 2  土器 2550 -25.9  夜Ⅱb 前初 前初 2
福岡 上北島塚ノ木 FJ-0600  土器 2550 -25.0  夜Ⅱb 前初 前初 1
福岡 雀居4次  FUFJ-20a  土器 2550* -23.3  夜Ⅱb 前初 前初 2
福岡 雀居4次  FUFJ-2  土器 2535 -25.7  夜Ⅱ 前初 前初 2
佐賀 大江前  SAGFJ-9 2  土器 2530 -26.6  夜Ⅱa 前初 早後 2
佐賀 大江前  SAGFJ-8 2  土器 2530 -26.4  板Ⅰ 前初 前初 2
佐賀 大江前  SAGFJ-13 2  土器 2530 -26.9  夜Ⅱb 前初 前初 2
佐賀 大江前  SAGFJ-7 2  土器 2525 -25.8  板Ⅰ 前初 前初 2
福岡 那珂  FJ-035  土器 2520 -25.6  板Ⅰc 前初 前初 1
福岡 那珂君休  FJ-071  土器 2510 -26.2  夜Ⅱb 前初 前初 1
福岡 雀居4次  FUFJ-8b  土器 2495 -26.1  夜Ⅱb 前初 前初 2
佐賀 菜畑  FJ-0410(re) 1  土器 2480 -34.7  夜Ⅱa 前初 1
佐賀 菜畑  FJ-0410 1  土器 2300 -26.5  夜Ⅱa 前初 1
佐賀 大江前  SAGFJ-4 2  土器 2465 -26.5  夜Ⅱb 前初 2
佐賀 大江前  SAGFJ-4 2  土器 2460 NA  夜Ⅱb 前初 2
福岡 雀居4次  FUFJ-1  土器 2455 -24.8  夜Ⅱ 前初 前初 2
福岡 板付37次  FJ-045-ad  土器 2410 -25.7  夜Ⅰ 早期 早前 ― 1

前初  弥生前期初頭(夜臼Ⅱ式、板付Ⅰ式) 早前  弥生早期前半(山の寺式)
早期  弥生早期(山の寺式、夜臼Ⅰ式) 早後  弥生早期後半(夜臼Ⅰ式、夜臼Ⅱ式)
藤尾06 藤尾慎一郎・今村峯雄・西本豊弘「弥生時代の開始年代」『新弥生時代のはじまり』第1巻、雄山閣、2006.4
藤尾07 藤尾慎一郎「弥生時代の開始年代」『新弥生時代のはじまり』第2巻、雄山閣、2007.5
文献1 西本豊弘『新弥生時代のはじまり』第1巻、雄山閣、2006.4
文献2 西本豊弘『新弥生時代のはじまり』第2巻、雄山閣、2007.5

* リザーバー効果などによる異常値(藤尾2007)

早後

前初

その後の資料 藤尾論文
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た
場
合
、
ま
ず
差
異
が
生
じ
た
理
由
に
つ
い
て
、
徹
底
し
た
追
跡
を
行

う
の
が
科
学
的
な
立
場
で
あ
る
が
、
歴
博
か
ら
の
直
接
的
な
コ
メ
ン
ト

は
な
い
。
筆
者
の
指
摘
は
、
当
初
の
対
象
が
、
い
ず
れ
も
海
岸
遺
跡
に

集
中
し
て
い
た
た
め
に
「
海
岸
効
果
」
を
疑
っ
て
見
る
必
要
が
あ
る
と

い
う
点
に
あ
る
が
、
こ
の
件
に
つ
い
て
は
後
に
述
べ
る
。 

以
上
の
経
過
を
、
単
純
化
し
て
言
え
ば
、
新
聞
発
表
時
の
予
測
は
成

立
せ
ず
、
弥
生
時
代
の
始
ま
り
を
前
十
世
紀
と
す
る
結
論(

推
論)

を
百

年
ほ
ど
新
し
い
方
向
に
修
正
す
る
必
要
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。 

し
か
し
、
歴
博
は
こ
こ
で
新
た
な
視
点
を
取
り
入
れ
始
め
た(

藤
尾

2005

、2006a)

。
ま
ず
新
聞
発
表
時
に
は
弥
生
早
期
と
し
て
夜
臼
Ⅰ
式

の
み
を
挙
げ
て
い
た
が
、
夜
臼
Ⅰ
式
よ
り
も
古
い
「
山
の
寺
式
」
も
早

期
に
繰
り
入
れ
る
。
こ
の
辺
り
は
考
古
学
上
の
こ
と
な
の
で
問
題
と
し

な
い
が
、
正
常
な
試
料
が
わ
ず
か
に
三
件
し
か
な
く
、
し
か
も
平
均
年

代
も
夜
臼
Ⅰ
式
と
あ
ま
り
変
わ
ら
ず
、
十
分
な
論
拠
を
作
れ
な
か
っ
た
。 

そ
の
た
め
次
に
は
、
稲
作
と
の
関
係
が
直
接
的
と
は
言
え
な
い
突
帯

文
土
器(

註
５)

も
早
期
の
対
象
と
し
て
繰
り
入
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
中

に
、
山
の
寺
式
に
相
当
す
る
古
い
年
代
を
期
待
し
た
が
、
こ
れ
も
前
期

初
頭
と
ほ
ぼ
同
じ
年
代
し
か
得
ら
れ
な
か
っ
た(

藤
尾2005)

。
い
わ
ば
、

許
容
さ
れ
る
範
囲
内
ま
で
早
期
の
対
象
を
広
げ
て
見
た
が
、
う
ま
く
行

か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

そ
こ
で
、
再
度
の
検
討
で
、
山
の
寺
式
と
共
存
す
る(

は
ず
の)

黒
川

式
や
黒
川
式
新
の
一
部
ま
で
も
弥
生
早
期
の
試
料
に
繰
り
込
む
方
式
を

採
用
す
る
の
で
あ
る(

藤
尾2007)

。 

 
 

 
図 1 黒川式・弥生早期前期の炭素 14 年代の分布(新聞発表とそれ以降の対比 )

 



 7

表2 黒川式(黒川式新)・突帯文土器の炭素14年代による時期再格付け

県 遺跡名  試料番号 海岸  試料 C14年 δ
13

C  土器年代 藤尾2007 文
距離 permil  形式 献

長崎 権現脇  FJ-0431 3  土器 2910 -26.2  黒川式 黒川式古 3
佐賀 東畑瀬  FJ-149  土器 2860 -25.6  黒川新/山の寺 黒川式新 1
佐賀 東畑瀬  FJ-159  土器 2850 -26.0  黒川新 黒川式新 1
佐賀 石木中高  FJ-0165  土器 2870 -24.6  黒川新 1
佐賀 石木中高  FJ-0165(re)  土器 2840 -25.7  黒川新 1
佐賀 石本中高  FJ-0165(re2)  土器 2710 NA  黒川新 1
佐賀 東畑瀬  FJ-154  土器 2840 -26.3  黒川新 黒川式新 1
佐賀 石木中高  FJ-0162  土器 2830 -26.0  黒川新 黒川式新 1
長崎 権現脇  FJ-0573 3  土器 2825 -26.3  黒川式 黒川式新 2
佐賀 石木中高  FJ-0168  土器 2820 -25.4  黒川式 黒川式新 1
佐賀 菜畑  FJ-0403 1  土器 2820* -23.5  黒川新 黒川式新 1
佐賀 菜畑  FJ-0401 1  土器 2820 -26.7  黒川新 黒川式新 1
長崎 権現脇  FJ-0576 3  土器 2790 NA  黒川式 早期前半 1
福岡 曰佐  FJ-043(re)  土器 2780 -27.6  黒川? 早期前半 1
長崎 権現脇  FJ-0575(re) 3  土器 2780 -26.6  黒川式 早期前半 1
長崎 権現脇  FJ-0577 3  土器 2780 -26.3  黒川式 早期前半 1
長崎 権現脇  FJ-0574 3  土器 2775 -26.8  黒川式 早期前半 2
福岡 橋本一丁田  FUFJ-27 3  土器 2765 -27.7  突帯文 早期前半 2
佐賀 菜畑  FJ-0409 1  土器 2760 -25.7  黒川新 早期前半 1
長崎 権現脇  FJ-0442 3  土器 2750 -26.4  黒川新 早期前半 1
長崎 里田原  FJ-0478 2  土器 2750 -25.4  黒川新 早期前半 1
長崎 里田原  FJ-0481 2  土器 2740 -26.8  黒川式 早期前半 1
長崎 権現脇  FJ-0435(re) 3  土器 2715* -20.1  黒川式 早期前半 1
佐賀 菜畑  FJ-0407 1  土器 2710 -25.9  黒川新 早期前半 1
佐賀 石本中高  FJ-0167  土器 2810* -23.8  黒川新 黒川式新 1
佐賀 石木中高  FJ-0167(re2)  土器 2650 -25.5  黒川新 1
佐賀 石木中高  FJ-0167(r)  土器 2610 -25.7  黒川新 1
佐賀 石木中高  FJ-0169(re)  土器 2630 -25.1  黒川式 1
佐賀 石木中高  FJ-0169  土器 2560 -25.9  黒川式 1
福岡 橋本一丁田  FUFJ-32b 3  土器 2620 -27.8  突帯文 早期後半 2
福岡 橋本一丁田  FUFJ-30 3  土器 2600 -27.3  突帯文 早期後半 2
長崎 権現脇  FJ-0434 3  土器 2600 -27.1  黒川新 早期後半 1
長崎 権現脇  FJ-0436 3  土器 2590 -26.4  黒川新 早期後半 1
福岡 橋本一丁田  FUFJ-33 3  土器 2585 -27.4  突帯文 早期後半 2
福岡 橋本一丁田  FUFJ-36 3  土器 2535 -26.9  突帯文 前期初頭 2
長崎 権現脇  FJ-0437 3  土器 2530 NA  黒川新 前期初頭 1
福岡 橋本一丁田  FUFJ-31 3  土器 2515 -28.7  突帯文 前期初頭 2
福岡 橋本一丁田  FUFJ-34 3  土器 2505 -27.7  突帯文 前期初頭 2
福岡 橋本一丁田  FUFJ-28 3  土器 2490 -28.0  突帯文 早期後半 2

文献1 西本豊弘『新弥生時代のはじまり』第1巻、雄山閣、2006.4
文献2 西本豊弘『新弥生時代のはじまり』第2巻、雄山閣、2007.5
文献3 藤尾慎一郎「弥生時代の開始年代」『新弥生時代のはじまり』第2巻、雄山閣、2007.5

前期初頭

早期後半

早期後半
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こ
の
発
想
に
は
、
弥
生
時
代
の
定
義
が
密
接
に
絡
ん
で
い
る
。
歴
博

は
佐
原
真(

佐
原1975)

以
来
、
水
田
稲
作
の
開
始
を
以
っ
て
弥
生
時
代

の
始
ま
り(
弥
生
早
期)

と
し
て
い
て
、
他
の
二
学
説(

水
田
稲
作
に
よ
る

社
会
の
質
的
変
化
を
指
標
と
す
る
学
説
と
水
田
稲
作
と
は
無
関
係
に
板

付
Ⅰ
式
土
器
の
出
現
を
指
標
と
す
る
学
説)

と
は
異
な
る
立
場
に
あ
る

の
で
、
論
理
的
に
は
、
黒
川
式
な
ど
の
縄
文
式
土
器
で
あ
っ
て
も
、
稲

作
の
指
標
土
器
で
あ
る
山
の
寺
式
と
同
時
代
で
あ
れ
ば
弥
生
早
期
に
追

認
す
る
こ
と
が
可
能
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
も
と
も
と
、
山
の
寺
式
や
夜

臼
式
は
、
縄
文
式
土
器
に
分
類
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
黒
川
式
や

黒
川
式
新
を
対
象
に
し
た
の
も
、
そ
の
延
長
線
上
の
定
義
変
更
に
過
ぎ

な
い
か
ら
で
あ
る
。 

そ
こ
で
、
歴
博
は
黒
川
式
や
黒
川
式
新
、
突
帯
文
土
器
に
つ
い
て
も
、

改
め
て
、
黒
川
式
古
、
黒
川
式
新
、
弥
生
早
期
前
半
、
早
期
後
半
に
再

格
付
け
を
実
施
し
た(

藤
尾2007)

。
そ
の
結
果
を
表
２
に
示
す
。 

こ
の
歴
博
の
弥
生
早
期
に
関
す
る
定
義
の
変
更
は
「
試
合
途
中
の
ル

ー
ル
変
更
」
に
も
見
え
る
が
、
考
古
学
界
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
さ
え
得
ら

れ
れ
ば(

註
６)

、
筆
者
は
問
題
と
す
る
立
場
に
は
い
な
い
。
し
か
し
、

問
題
は
再
格
付
け
の
方
法
で
あ
る
。
何
ら
か
の
考
古
学
的
な
状
況
判
断

に
よ
っ
て
、
判
別
し
た
と
考
え
る
の
が
普
通
の
受
取
り
方
で
あ
る
が
、

表
２
を
見
る
と
直
ぐ
に
分
る
よ
う
に
、
そ
の
割
振
り
は
単
純
に
炭
素
十

四
年
代
の
測
定
結
果
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。 

す
な
わ
ち
、
炭
素
十
四

BP
年
に
つ
い
て
二
九
〇
〇
年
代
を
黒
川
式
古
、

二
八
〇
〇
年
代
を
黒
川
式
新
、
そ
し
て
二
七
〇
〇
年
代
を
弥
生
早
期
前

半
、
二
七
〇
〇
年
未
満
を
弥
生
早
期
後
半
お
よ
び
弥
生
前
期
初
頭
に
「
機

械
的
に
」
位
置
付
け
た
の
で
あ
る
。 

し
か
も
、
こ
の
再
格
付
け
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
た
炭
素
十
四
年
代
を

も
と
に
し
て
、
黒
川
式
新
と
弥
生
早
期
前
半
の
試
料
に
つ
い
て
「
統
計

処
理
を
行
い
」
、
弥
生
時
代
の
開
始
年
代
を
前
九
五
五
年
～
九
三
五
年
と

定
め
た
。
考
え
て
み
れ
ば
、
炭
素
十
四
年
の
二
八
〇
〇
年
を
も
っ
て
黒

川
式
新
と
弥
生
早
期
の
境
界
と
定
め
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
較
正
年

代
が
、
前
九
五
〇
年
こ
ろ
に
な
る
の
は
極
め
て
当
然
で
あ
る
。
こ
れ
で

は
、
典
型
的
な
「
循
環
論
法
」
で
あ
る
。 

も
と
も
と
、
黒
川
式
や
黒
川
式
新
を
弥
生
早
期
・
前
期
に
再
格
付
け

す
る
こ
と
は
、
炭
素
年
代
を
基
準
に
し
た
ひ
と
つ
の
仮
定
に
過
ぎ
な
い
。

そ
の
仮
定
に
基
づ
き
、
境
界
の
年
代
を
算
出
す
る
の
は
、
順
序
が
逆
で

あ
り
、
そ
の
前
に
、
仮
定
自
体
を
検
証
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ

の
仮
定
検
証
に
、
算
出
さ
れ
た
年
代
を
使
用
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
循
環

論
法
以
外
の
何
物
で
も
な
い
。 

歴
博
の
発
表
は
、
そ
の
都
度
、
か
な
り
の
分
量
の
記
述
が
あ
る
が
、

デ
ー
タ
の
み
を
注
視
す
れ
ば
、
表
１
、
表
２
お
よ
び
図
１
に
要
約
さ
れ

る
の
で
あ
る
。
多
岐
に
わ
た
る
解
説
よ
り
も
、
素
直
に
デ
ー
タ
を
配
列

す
る
こ
と
で
、
む
し
ろ
本
質
が
見
え
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
形

で
表
示
が
行
わ
れ
た
報
告
に
接
し
て
い
な
い
。 

な
お
、
歴
博
は
当
初
の
発
表
以
来
、
土
器
形
式
の
判
定
時
期
や
異
常

分
析
値
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
し
ば
し
ば
途
中
で
変
更
し
て
い
る
。
何
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等
か
の
変
更
理
由
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
筆
者
の
掌
握
し
て
い
る
範

囲
で
は
、
歴
博
の
年
代
観
と
整
合
す
る
よ
う
に
変
更
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
見
受
け
ら
れ
る(

註
７)

。
煩
わ
し
さ
を
避
け
る
た
め
、
表
１
と
表
２

の
記
載
は
『
弥
生
時
代
の
は
じ
ま
り
』(

西
本2006

、2007)

の
「
付
表
」

の
記
載
を
原
則
と
し
た
が
、
一
部
に
新
聞
発
表
時
の
分
類
も
載
せ
て
い

る
。
例
え
ば
、
雀
居
のJK

Y-2

の
試
料
は
新
聞
発
表
で
は
夜
臼

Ⅱb
で
あ

っ
た
が
、
「
付
表
」
で
は
板
付

Ⅰb
～
板
付

Ⅱb
と
な
っ
て
い
る
。 

 (

２) 

板
付
Ⅱa
式
併
行
期
の
問
題 

歴
博
が
、
炭
素
十
四
年
に
基
づ
く
国
際
較
正
基
準
の
適
用
に
忠
実
で

な
く
、
自
ら
の
年
代
観
に
よ
り
、
恣
意
的
な
年
代
を
算
出
し
て
い
る
例

と
し
て
、
板
付

Ⅱa
式
併
行
期
の
問
題
が
あ
る
。
主
と
し
て
、
藤
尾
論
文

(

藤
尾2008a)

の
議
論
に
基
づ
き
問
題
点
を
指
摘
し
よ
う
。 

藤
尾
論
文
で
は
、
板
付

Ⅱa
式
の
時
期
に
併
行
す
る
遺
跡
と
し
て
、
広

島
県
黄
幡
１
号
遺
跡
の
中
山
Ⅰ
式
土
器
、
今
治
市
阿
方
遺
跡
の
遠
賀
川

系
土
器
、
大
分
市
玉
沢
地
区
条
里
遺
跡
の
板
付

Ⅱa
式
併
行
土
器
に
つ
い

て
取
り
上
げ
て
い
る
。 

論
文
で
は
、
図
と
文
章
に
よ
る
表
現
が
多
く
、
論
じ
て
い
る
試
料
の

対
応
関
係
に
つ
い
て
分
り
難
い
が
、
『
弥
生
時
代
の
は
じ
ま
り
』(

西
本

2006

、2007)

の
「
付
表
」
を
参
照
す
る
こ
と
で
、
ほ
ぼ
原
資
料
に
つ

い
て
推
定
で
き
る
。
も
し
、
こ
の
推
定
プ
ロ
セ
ス
に
誤
り
が
あ
れ
ば
、

事
実
誤
認
に
よ
る
批
判
に
な
り
か
ね
な
い
の
で
、
筆
者
の
最
も
注
意
し

た
点
で
あ
る
。
そ
れ
と
共
に
、
原
試
料
を
明
示
せ
ず
、
図
や
文
章
に
よ

っ
て
、
論
旨
を
説
明
す
る
技
法
は
、
時
に
は
恣
意
性
が
紛
れ
込
む
可
能

性
が
あ
る
の
で
、
学
術
論
文
と
し
て
は
、
極
力
避
け
る
べ
き
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
限
ら
れ
た
紙
面
で
、
全
て
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
文
章
に
よ
る
意
見
陳
述
の
膨
大
さ
よ
り
も
、
数
値
に
よ
る
論
証

を
優
先
さ
せ
て
欲
し
い
。 

さ
て
、
藤
尾
論
文
が
取
り
上
げ
た
板
付

Ⅱa
式
併
行
期
の
炭
素
年
を
表

３
に
ま
と
め
る
。 

表
中
、
板
付

Ⅱa
式
と
併
行
す
る
の
は
中
山
Ⅰ
式
で
あ
り
、
中
山
Ⅰ
～

Ⅱ
式
を
板
付

Ⅱa
～

Ⅱb
式
に
、
中
山
Ⅱ
式
を
板
付

Ⅱb
式
に
対
応
す
る
と
、

各
年
代
は
表
４
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
る
。 

こ
の
炭
素
十
四
年
の
分
布
を
、
図
１
の
国
際
較
正
基
準Intcal04

の

２σ

図
と
比
較
し
て
み
よ
う
。
図
１
に
よ
れ
ば
、
炭
素
十
四
年
が
初
め

て
二
四
〇
〇
年
を
下
回
る
の
は
、
前
五
二
〇
年
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し

て
、
表
４
の
示
す
と
こ
ろ
は
、
板
付

Ⅱa
式
併
行
期
で
八
件
の
測
定
値
が

二
四
〇
〇
年
を
下
回
っ
て
い
る
。
し
か
も
分
布
値
最
大
の
二
四
九
〇
年

に
注
目
す
る
と
、
国
際
較
正
基
準
で
は
前
五
六
〇
年
以
降
に
は
全
く
存

在
し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
控
え
目
に
見
て
も
、
国
際
較
正
基
準

に
よ
る
限
り
、
板
付

Ⅱa
式
併
行
期
の
始
ま
り
は
、
前
五
六
〇
年
以
降
と

な
る
。 

と
こ
ろ
が
、
藤
尾
論
文
で
は
、
こ
れ
を
前
七
〇
〇
～
六
五
〇
年
に
設

定
す
る
の
で
あ
る
。
主
な
理
由
は
、
板
付
Ⅰ
式
を
前
八
〇
〇
年
～
七
五

〇
年
と
し
た
こ
と
と
の
関
係
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
、
炭
素
十
四
年
代
の
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測
定
値
を
無
視
し
て
歴
博
の
年
代
観
に
恣
意
的
に
合
わ
せ
た
と
言
わ
れ

て
も
や
む
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
板
付
Ⅰ
式
や
夜
臼
Ⅱ
式
の

時
代
に
関
し
て
も
、
炭
素
十
四
測
定
値
に
忠
実
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の

炭
素
年
代
の
平
均
値
は
二
五
二
〇
年
で
あ
り
、
図
１
か
ら
明
ら
か
な
よ

う
に
、
歴
博
年
代
と
は
異
な
り
前
六
八
〇

年
頃
あ
る
い
は
前
六
五
〇
～
五
八
〇
年
に

さ
え
位
置
づ
け
可
能
な
の
で
あ
る
。 

な
お
、
歴
博
は
論
文
中
で
測
定
結
果
に
つ
い
て
「
…
…
前
期
中
ご
ろ

に
比
定
す
る
考
古
学
的
な
所
見
と
ど
う
し
て
も
合
わ
な
い
」
と
か
「
…

…
考
古
学
的
知
見
と
矛
盾
な
く
プ
ロ
ッ
ト
す
る
こ
と
が
依
然
と
し
て
で

表4 板付Ⅱa板付Ⅱb式併行期の炭素14BP年代分布

炭素14BP年 Ⅱa式併行 Ⅱa/Ⅱb式 Ⅱb式併行
2501 ～ 1
2481 ～ 2500 4
2461 ～ 2480 2 1 1
2441 ～ 2460 1
2421 ～ 2440 4 1
2401 ～ 2420 5 1
2381 ～ 2400 3 2
2361 ～ 2380 3 1
2341 ～ 2360 1 1
2321 ～ 2340 1
2301 ～ 2320 1

～ 2300 1

表3 九州・瀬戸内の板付Ⅱa式併行期の炭素14年代

県 遺跡名  試料番号  試料 C14年 δ
13

C  土器年形式 文
permil  併行関係 献

福岡 雀居  FUFJ-11 土器 2400  板付Ⅱa 2
大分 玉沢条里跡  FJ-0452 土器 2410 -25.7  板付Ⅱa併行 1
大分 玉沢条里跡  Fj-0455(re) 土器 2450 -25.7  板付Ⅱa併行 1
大分 玉沢条里跡  FJ-0456 土器 2490 -26.9  板付Ⅱa併行 1
大分 玉沢条里跡  FJ-0457 土器 2370 -26.4  板付Ⅱa併行 1
大分 玉沢条里跡  FJ-0458 土器 2410 -26.4  板付Ⅱa併行 1
大分 玉沢条里跡  FJ-0459 土器 2490 -25.6  板付Ⅱa併行 1
大分 玉沢条里跡  FJ-0462-1 木材 2388  板付Ⅱa 1
大分 玉沢条里跡  FJ-0462-11 木材 2425  板付Ⅱa 1
大分 玉沢条里跡  FJ-0462-13 木材 2365  板付Ⅱa 1
大分 玉沢条里跡  FJ-0462-13® 木材 2385  板付Ⅱa 1
大分 玉沢条里跡  FJ-0462-18 木材 2440  板付Ⅱa 1
大分 玉沢条里跡  FJ-0462-18® 木材 2470  板付Ⅱa 1
大分 玉沢条里跡  FJ-0462-21 木材 2475  板付Ⅱa 1
大分 玉沢条里跡  FJ-0462-23 木材 2425  板付Ⅱa 1
大分 玉沢条里跡  FJ-0462-23® 木材 2440  板付Ⅱa 1
大分 玉沢条里跡  FJ-0462-8® 木材 2425  板付Ⅱa 1
愛媛 阿方  EHFJ-1 土器 2350  中山Ⅰ併行 2
愛媛 阿方  EHFJ-1(re) 土器 2485  中山Ⅰ併行 2
愛媛 阿方  EHFJ-3a 土器 2330  中山Ⅰ併行 2
愛媛 阿方  EHFJ-3b 土器 2420  中山Ⅰ併行 2
愛媛 阿方  EHFJ-3b(re) 土器 2410  中山Ⅰ併行 2
愛媛 阿方  EHFJ-3c 土器 2370  中山Ⅰ併行 2
愛媛 阿方  EHFJ-2b 土器 2300  中山Ⅰ/Ⅱ 2
愛媛 阿方  EHFJ-2b(re) 土器 2470  中山Ⅰ/Ⅱ 2
広島 黄幡1号 土器 2370  中山Ⅰ/Ⅱ 3
広島 黄幡1号  FJ-0629 土器 2470 -26.9  中山Ⅱ 1
広島 黄幡1号  FJ-630 土器 2310  中山Ⅱ 1
広島 黄幡1号  FJ-633 土器 2390 -26.8  中山Ⅱ 1
福岡 雀居  JKY-018b 土器 2415  板付Ⅱb 2
福岡 雀居  JKY-081 土器 2540 -25.9  板付Ⅱb 1
福岡 雀居  JKY-19b 土器 2360  板付Ⅱb 2
福岡 雀居  JKY-21b 土器 2400  板付Ⅱb 2
福岡 雀居  JKY-31b 土器 2430  板付Ⅱb 2

文献1 西本豊弘『新弥生時代のはじまり』第1巻、雄山閣、2006.4
文献2 西本豊弘『新弥生時代のはじまり』第2巻、雄山閣、2007.5
文献3 藤尾慎一郎「弥生時代の開始年代」『新弥生時代のはじまり』第2巻、2007
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き
な
い
」
と
述
べ
苦
慮
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
新
た
に
持
ち
出
し
た
論

理
は
、
国
際
較
正
基
準
の
代
わ
り
に
、
日
本
樹
木
年
輪
の
測
定
資
料
を

使
う
方
法
で
あ
る
。
図
２
に
日
本
樹
木
年
輪
の
グ
ラ
フ
を
示
す
が(

藤
尾

2008)

、
図
１
と
の
差
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
く
、
歴
博
の
言
う
ほ
ど

状
況
は
変
わ
ら
な
い
。
図
２
に
、
板
付

Ⅱa
式
併
行
期
の
炭
素
年
代
分
布

を
示
す
の
で
、
よ
く
対
比
し
て
頂
き
た
い
。 

歴
博
が
日
本
樹
木
年
輪
資
料
を
持
ち
出
し
た
の
は
、
当
初
、
歴
博(

名

大)

が
測
定
し
た
飯
田
市
畑
ノ
沢
埋
没
樹
幹
の
一
部(

前
六
八
五
～
六
三

一
年)

に
、
国
際
較
正
基
準
に
比
較
し
て
、
著
し
く
若
い
炭
素
年
代
す
な

わ
ち
二
三
〇
〇
年
代
が
出
て
い
た
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
。
こ
の
測
定

値(

尾
嵜2006)

が
正
し
け
れ
ば
、
板
付

Ⅱa
式
併
行
期
を
前
六
八
〇
年
頃

に
位
置
付
け
る
の
が
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。 

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
著
し
く
若
い
測
定
値
は
そ
の
後
、
異
常
値
と
し

て
削
除
さ
れ
て
し
ま
い
、
現
在
で
は
根
拠
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

こ
の
件
に
つ
い
て
は
重
要
な
問
題
を
含
ん
で
い
る
の
で
後
で
述
べ
る
。 

い
ず
れ
に
せ
よ
、
日
本
産
樹
木
年
輪
資
料
で
較
正
し
て
も
、
二
四
〇

〇
年
を
初
め
て
下
回
る
の
は
前
五
二
〇
年
で
あ
り
、
前
五
四
〇
年
以
降

に
二
四
九
〇
年
を
越
え
る
デ
ー
タ
は
見
出
せ
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
日
本
産
樹
木
年
輪
資
料
に
よ
っ
て
も
、
板
付

Ⅱa
式
は
前
五
四
〇

年
以
降
に
始
ま
っ
た
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。 

 (
３) 

北
九
州
弥
生
中
期
の
問
題 

歴
博
の
前
提
条
件
は
、
土
器
付
着
炭
化
物
の
炭
素
十
四
年
測
定
結
果

を
国
際
較
正
基
準
と
比
較
し
て
、
実
年
代
を
算
出
す
る
と
い
う
こ
と
で

 

図 2 板付Ⅱa 式併行期の炭素年代分布と日本産樹木年輪の炭素年代  
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あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
歴
博
が
新
た
に
提
示
し
た
実
年
代
と
炭

化
物
の
炭
素
十
四
年
を
グ
ラ
フ
に
プ
ロ
ッ
ト
す
れ
ば
、
国
際
較
正
基
準

の
曲
線
の
上
下
に
ば
ら
つ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
歴
博

の
提
示
し
た
実
年
代
に
よ
っ
て
、
北
九
州
弥
生
中
期
の
土
器
付
着
炭
化

物
の
測
定
結
果
を
プ
ロ
ッ
ト
す
る
と
、
ほ
と
ん
ど
全
て
が
国
際
較
正
基

準
よ
り
古
い
年
代
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
図
３
に
示
す
。 

資
料
は
全
て
歴
博
の
『
新
弥
生
時
代
の
は
じ
ま
り
』
第
１
巻(

西
本

2006)

に
よ
る
。
ま
た
土
器
形
式
の
実
年
代
と
し
て
採
用
し
た
の
は
、

歴
博
発
表
の
年
代
観(

藤
尾2006b)

に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
板
付

Ⅱ c
：

前
三
八
〇
年
、
城
の
越
：
前
三
三
〇
年
、
須
玖
Ⅰ
古
：
前
二
九
〇
年
、

須
玖
Ⅰ
中
：
前
二
六
〇
年
、
須
玖
Ⅰ
新
：
前
二
二
三
〇
年
、
須
玖
Ⅱ
古
：

前
一
六
〇
年
、
須
玖
Ⅱ
中
：
前
一
二
〇
年
、
須
玖
Ⅱ
新
：
前
八
〇
年
、

高
三
潴
：
前
一
〇
年
、
下
大
隈
：
西
暦
一
〇
〇
年
、
を
基
準
と
し
て
い

る
。 す

な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
資
料
は
全
て
歴
博
の
年
代
観
と
歴
博
の
測
定

値
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
か
ら
、
当
然
、
グ
ラ
フ
は
国
際
較
正
曲
線
の

上
下
に
ば
ら
つ
き
を
持
っ
て
分
布
す
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
平
均

的
に
見
れ
ば
、
炭
素
十
四
年
が
百
年
も
古
く
出
て
い
て
、
も
し
横
軸
の

年
代
に
、
旧
来
の
年
代
説
を
用
い
る
な
ら
ば
、
更
に
そ
の
差
は
大
き
く

二
百
年
に
も
達
す
る
。 

こ
の
こ
と
は
、
論
理
的
に
は
、
歴
博
が
前
提
条
件
に
忠
実
で
あ
る
な

ら
ば
、
弥
生
中
期
の
須
玖
Ⅰ
式
や
須
玖
Ⅱ
式
を
、
も
っ
と
大
幅
に
遡
ら

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。 

こ
こ
で
問
題
な
の
は
、
歴
博
の
年
代
観
が
、
既
に
従
来
学
説
よ
り
も

百
年
以
上
も
遡
上
さ
れ
た
結
果
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
し
、
歴
博

が
前
提
条
件
に
忠
実
で
あ
る
な
ら
ば
、
二
百
年
～
三
百
年
ほ
ど
遡
上
す

べ
き
で
あ
っ
た
の
に
、
そ
う
で
き
な
か
っ
た
の
は
、
考
古
学
的
な
知
見

に
制
約
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。 

 
九州地方の弥生中期後期
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高三潴
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西暦年
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図 3 弥生中期後期の九州の炭素年と歴博年代の関係  
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以
上
の
結
果
は
、
北
九
州
弥
生
中
期
の
場
合
に
は
、
歴
博
の
論
理
で

は
正
し
い
暦
年
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
弥
生
時
代
の
開
始
時
期
に
関
す
る
歴
博
の
五
百
年
遡
上
論
も
、

全
く
同
様
な
問
題
を
持
っ
て
い
る
と
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。 

こ
こ
に
示
し
た
問
題
点
は
、
軽
々
し
く
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
。
こ

れ
ら
の
矛
盾
点
に
つ
い
て
、
合
理
的
な
解
決
が
得
ら
れ
な
い
限
り
、
歴

博
の
前
提
条
件
、
す
な
わ
ち
国
際
較
正
基
準
に
従
っ
て
得
た
年
代
観
を

正
し
い
と
認
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
筆
者
は
こ
の
矛

盾
点
に
つ
い
て
、「
海
岸
効
果
」
と
い
う
名
称
で
、
そ
の
合
理
的
な
解
決

案
を
提
示
し
て
い
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
で
述
べ
る
。 

な
お
、
筆
者
は
青
銅
器
の
鉛
同
位
体
比
の
比
較
を
通
し
て
、
弥
生
前

期
末
と
中
期
初
頭
の
境
界
を
前
二
五
〇
年
頃
と
し
て
い
て
、
旧
定
説
に

近
い(

新
井2007c)

。 
 

(

４) 

古
墳
時
代
前
期
の
問
題 

歴
博
は
平
成
二
十
年
度
の
考
古
学
協
会
第
七
十
四
回
総
会
に
お
い

て
、
藤
尾
慎
一
郎
ら
が
シ
リ
ー
ズ
報
告
「
弥
生
時
代
の
実
年
代
」
を
行

っ
た(

藤
尾

2008b)

。
そ
の
中
で
、
歴
博
は
「
日
本
産
樹
木
年
輪
の
炭

素
十
四
年
代
か
ら
較
正
し
た
較
正
曲
線
と
照
合
す
る
と
、
箸
墓
古
墳
の

布
留
０
式
は
三
世
紀
中
頃
と
考
え
る
の
が
合
理
的
で
あ
る
」
と
の
見
解

を
述
べ
た
。 

こ
れ
を
受
け
て
、
朝
日
新
聞
は
五
月
二
十
七
日
夕
刊
で
「
も
し
、
箸

墓
が
卑
弥
呼
の
墓
だ
と
す
れ
ば
、
今
回
の
測
定
結
果
と
う
ま
く
符
合
す

る
。
古
墳
時
代
の
始
ま
り
も
、
従
来
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
り
数
十
年
さ

か
の
ぼ
る
こ
と
に
な
る
」
と
報
道
し
て
い
る
。 

こ
の
歴
博
の
発
表
に
つ
い
て
、『
ヤ
マ
ト
王
権
の
誕
生
』(

籔
田2007)

の
著
者
、
籔
田
紘
一
郎
は
、
歴
博
の
発
表
内
容
に
は
、
発
表
資
料
間
に

自
己
矛
盾
が
あ
り
、「
三
世
紀
中
頃
と
考
え
る
の
が
合
理
的
」
と
の
結
論

は
得
ら
れ
な
い
と
指
摘
し
た(

籔
田2008)

。
す
な
わ
ち
、
歴
博
の
箸
墓

の
布
留
０
が
「
炭
素
十
四
年
が
一
八
〇
〇

BP
頃
に
集
中
す
る
」
と
い
う

測
定
結
果
と
、
歴
博
の
作
成
し
た
「
日
本
樹
木
年
輪
の
炭
素
十
四
年
代

図
」
を
対
比
す
る
限
り
、
推
定
年
代
は
西
暦
二
四
〇
年
か
ら
三
五
〇
年

頃
と
な
り
、
三
世
紀
中
頃
に
は
絞
り
込
め
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。 

い
わ
ば
、「
ス
ト
ッ
プ
ウ
オ
ッ
チ
の
計
測(

歴
博
の
提
示
し
た
グ
ラ
フ)

と
電
光
掲
示
板
の
掲
示(

歴
博
の
レ
ジ
ュ
メ)

が
違
っ
て
い
る
」
こ
と
を

問
題
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
単
な
る
ミ
ス
で
あ
る
な
ら
ば
修
正

す
れ
ば
済
む
こ
と
で
あ
る
が
、
今
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
論
理
構
造

に
基
づ
く
場
合
に
は
、
極
め
て
重
大
な
影
響
が
あ
る
。 

そ
の
た
め
、
未
だ
公
開
資
料
は
不
十
分
で
あ
る
が
、
歴
博
の
デ
ー
タ

に
加
え
、
名
古
屋
大
学
グ
ル
ー
プ
の
資
料
を
援
用
し
て
、
古
墳
時
代
前

期
の
年
代
問
題
を
整
理
し
て
置
き
た
い
。 

弥
生
末
期
か
ら
古
墳
期
に
か
け
て
の
土
器
形
式
と
暦
年
の
関
係
に

つ
い
て
は
、
未
だ
考
古
学
界
で
安
定
し
た
見
解
が
得
ら
れ
て
い
な
い
が
、

暦
年
代
と
し
て
は
、
弥
生
中
期
に
関
し
て
よ
り
も
安
定
し
て
い
る
。
現

状
で
比
較
的
古
く
位
置
づ
け
て
い
る
年
代
観
を
採
用
し
、
表
５
の
よ
う

に
整
理
し
た
。 
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こ
の
土
器
年
代
を
基
に
し
て
、
弥
生
末
期
か
ら
古
墳
期
の
炭
素
十
四

年
と
土
器
炭
素
年
代
を
対

比
し
て
図
４
に
示
す
。
炭

素
十
四
年
の
デ
ー
タ
と
し

て
は
『
新
弥
生
時
代
の
は

じ
ま
り
』(

西
本

2006, 
2007)

に
加
え
、
名
古
屋

大
学
の
グ
ル
ー
プ
の
資
料

(

山

本

2004

、

木

野

瀬

2005)

を
採
用
し
て
い
る
。

全
て
、
土
器
付
着
の
炭
化

物
に
関
す
る
測
定
結
果
で

あ
る
。 

こ
の
結
果
か
ら
見
る
と
、

歴
博
、
名
古
屋
大
の
デ
ー

タ
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、

国
際
較
正
基
準
よ
り
百
年

程
度
、
炭
素
十
四
年
が
古
く
で
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
国
際
較
正
基
準

に
よ
れ
ば
、
庄
内
式
併
行
期
が
西
暦
五
〇
年
か
ら
一
五
〇
年
に
、
布
留

０
～
２
式
が
西
暦
一
〇
〇
年
か
ら
二
五
〇
年
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
し
ま

う
の
で
あ
る
。 

実
は
、
こ
れ
ら
の
乖
離
は
既
に
歴
博
関
係
者
で
は
周
知
の
こ
と
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
平
成
二
十
年
六
月
七
日
の
朝
日
新
聞
夕

刊
の
歴
博
関
連
の
記
事
の
中
で
「
布
留
０
よ
り
少
し
古
い
二
世
紀
後
半

を
国
際
曲
線
で
較
正
す
る
と
数
十
～
百
年
ぐ
ら
い
古
い
年
代
に
な
っ
て

し
ま
う
…
…
の
で
…
…
日
本
の
研
究
者
は
頭
を
な
や
ま
せ
て
き
た
」
と

紹
介
し
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
歴
博

は
、
一
方
で
は
、

弥
生
末
期
・
古
墳

前
期
の
較
正
炭
素

年
代
が
古
く
で
る

こ
と
を
承
知
し
て

い
な
が
ら
、
弥
生

早
期
・
前
期
の
場

合
に
対
し
て
、
そ

の
情
報
を
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
し
て
い

な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
一
種

の
二
重
基
準
で
あ

る
。 さ

て
、
歴
博
は

こ
の
弥
生
後
期
か

ら
古
墳
前
期
に
関

し
て
、
日
本
樹
木

図 4 古墳期の炭素 14 年と国際較正基準  
 

表5 弥生末～古墳期の暦年対応表

 大和  暦年  濃尾  暦年
 廻間Ⅰ-1 160
 廻間Ⅰ-2 190
 廻間Ⅰ-3 210
 廻間Ⅰ-4 230
 廻間Ⅱ-1 250
 廻間Ⅱ-2 260

 庄内3  纏向3前 270  廻間Ⅱ-3 270
 廻間Ⅱ-4 290
 廻間Ⅲ-1 310
 廻間Ⅲ-2 320
 廻間Ⅲ-3 330
 廻間Ⅲ-4 340
 松戸川 360

170

220

250

300

 庄内2

 布留0

330

350

 布留1

 布留2

 纏向1

 纏向2前

 纏向2後

 纏向3後

 纏向4

 纏向5

 庄内0

 庄内1
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年
輪
の
炭
素
十
四
年
代
の
測
定
を
進
め
て
い
る
と
い
う
。
現
段
階
で
は
、

詳
細
を
知
り
え
な
い
が
、
考
古
学
協
会
総
会
報
告
に
添
付
さ
れ
た
図
の

関
連
部
分
を
拡
大
表
示
す
る
と
図
５
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。 

概
し
て
、
日
本
樹
木
で
は
国
際
較
正
基
準
よ
り
も
炭
素
十
四
年
代
が

五
十
年
～
百
年
ほ
ど
古
く
出
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
日
本
樹
木
年
輪

資
料
を
基
準
に

す
る
と
、
実
測

値
と
の
差
異
は

小
さ
く
な
る
。

し
か
し
、
箸
墓

の
炭
素
十
四
年

代
が
「
一
八
〇

〇
年
に
集
中
し

て
い
る
こ
と
」

を
基
準
と
し
た

判
定
は
、
籔
田

の
指
摘
通
り
で

あ
り
、
決
し
て

三
世
紀
中
ご
ろ

と
は
決
ま
ら
な

い
。
ま
し
て
や
、

図
４
に
示
し
た
、

布
留
Ⅰ
式
、
布

留
Ⅱ
式
の
炭
素
年
代
は
、
布
留
０
式
の
場
合
よ
り
も
、
む
し
ろ
古
く
出

て
い
て
、
国
際
較
正
基
準
で
も
、
日
本
樹
木
年
輪
基
準
で
も
、
西
暦
一

二
〇
年
か
ら
二
四
〇
年
と
な
り
、
ま
だ
炭
素
年
が
古
く
出
過
ぎ
る
問
題

は
解
消
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。 

更
に
、
歴
博
の
問
題
点
は
、
他
機
関
の
測
定
値
を
無
視
し
て
い
る
点

で
あ
る
。
既
に
公
表
さ
れ
て
い
る
炭
素
年
代
が
あ
る
限
り
、
そ
れ
ら
に

つ
い
て
も
、
採
用
す
る
か
否
か
は
別
と
し
て
、
参
照
し
て
お
く
の
が
学

問
的
な
態
度
で
あ
ろ
う
。 

そ
の
点
か
ら
見
る
と
、
箸
墓
古
墳
か
ら
出
た
木
材
と
桃
核
の
炭
素
十

四
年
代
に
つ
い
て
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
木
材
は
二
〇
七
〇
年
と
二

一
〇
〇
年
、
桃
核
は
一
六
二
〇
年
、
一
七
四
〇
年
と
一
八
二
〇
年
で
あ

る(

橿
原
研2002)

。
木
材
と
桃
核
で
年
代
に
大
差
が
あ
り
、
測
定
値
と

し
て
の
信
頼
性
に
欠
け
る
と
の
判
断
も
あ
ろ
う
が
、
論
理
的
に
言
え
ば
、

木
材
は
年
輪
採
取
位
置
の
問
題
や
再
利
用
の
問
題
も
あ
っ
て
、
経
年
試

料
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
の
に
対
し
て
、
桃
核
は
同
時
性
の
高
い
試
料

で
あ
る
。
も
し
、
こ
れ
ら
桃
核
の
平
均
値(

一
七
三
〇
年)

を
採
用
す
る

な
ら
ば
、
日
本
樹
木
年
輪
資
料
と
較
正
し
て
、
お
お
よ
そ
西
暦
二
六
〇

年
か
ら
三
九
〇
年
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。
こ
れ
は
歴
博
の
示
し
た
三
世

紀
中
ご
ろ
よ
り
も
、
む
し
ろ
後
の
時
代
を
示
唆
し
て
い
る
。 

ま
た
、
最
古
の
布
留
式
土
器
に
対
応
す
る
下
田
Ⅲ
式
土
器
と
共
伴
し

た
木
材
伐
採
の
年
輪
年
代
が
光
谷
拓
実
に
よ
っ
て
西
暦
二
四
七
年
以
降

と
な
っ
て
い
て
、「
布
留
式
土
器
の
成
立
が
少
な
く
と
も
紀
元
二
四
七
年

よ
り
古
く
遡
り
得
な
い
」(

森
岡2006)

と
す
る
有
力
見
解
が
あ
る
な
か

 
図 5 弥生後期から古墳前期の日本樹木年輪の炭素年代
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で
、
詳
細
な
資
料
も
示
さ
ず
「
三
世
紀
中
頃
と
考
え
る
の
が
合
理
的
」

と
発
表
す
る
歴
博
の
姿
勢
に
、
恣
意
性
を
見
る
の
で
あ
る
。 

さ
ら
に
、
歴
博
に
限
ら
ず
日
本
考
古
学
界
全
体
に
通
じ
る
こ
と
で
あ

る
が
、
箸
墓
の
年
代
遡
上
論
に
大
き
な
影
響
を
持
つ
纏
向
石
塚
古
墳
の

年
代
に
関
し
て
、
光
谷
拓
実
の
木
材
年
輪
年
代(

一
七
七
＋α

年)

に
は

注
目
し
な
が
ら
、
古
城
泰
の
ウ
イ
グ
ル
マ
ッ
チ
ン
グ
法
に
よ
る
木
材
の

炭
素
十
四
年
代(

三
二
〇
年)

を
無
視
し
て
い
る
。 

古
城
泰
は
炭
素
年
研
究
の
メ
ッ
カ
の
ア
リ
ゾ
ナ
大
に
学
ん
だ
考
古

学
者
で
あ
り
、
こ
の
炭
素
年
代
は
英
文
誌(K

ojo 1994)

に
発
表
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
が
、
試
料
が
周
濠
か
ら
出
た
「
加
工
跡
の
な
い
木
材
」
で

あ
り
、
投
棄
時
期
が
明
ら
か
で
な
い
こ
と
で
重
視
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
試
料
は
論
文
記
載
の
内
容
か
ら
見
て
奈
良
文

化
財
研
究
所(

光
谷
拓
実)

か
ら
入
手
し
た
も
の
で
あ
り
、
試
料
提
供
の

段
階
で
、
既
に
光
谷
の
年
輪
年
代
は
判
明
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、

奇
異
な
感
じ
が
否
め
な
い
。
古
墳
上
の
祭
祀
に
使
用
さ
れ
た
可
能
性
も

十
分
に
あ
る
木
材
で
あ
り
安
易
に
棄
却
す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
。 

 
(

５) 

日
本
樹
木
年
輪
に
よ
る
較
正
基
準
作
成
の
問
題 

歴
博
が
日
本
樹
木
年
輪
資
料
に
よ
っ
て
、
日
本
の
炭
素
年
代
較
正
基

準
を
作
成
し
て
い
る
こ
と
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。「
海
に
囲
ま
れ
た
日

本
」
で
は
、
国
際
較
正
基
準
が
使
え
な
い
の
で
は
な
い
か
と
の
批
判
に

対
す
る
回
答
を
与
え
る
た
め
で
は
あ
っ
た
が
、
特
定
の
年
代
に
関
し
て

は
、
既
に
全
世
界
の
資
料
数
よ
り
も
多
く
を
蓄
え
て
お
り
、
炭
素
年
代

法
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。 

し
か
し
、
実
は
、
歴
博
の
日
本
較
正
基
準
の
作
成
過
程
に
お
い
て
も

問
題
が
あ
る
。
そ
れ
は
既
に
板
付

Ⅱa
式
の
時
期
を
巡
っ
て
、
歴
博
が
日

本
樹
木
年
輪
資
料
に
よ
っ
て
、
板
付

Ⅱa
式
併
行
期
を
前
六
八
〇
年
頃
に

位
置
付
け
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
こ
と
に
関
連
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
日
本
樹
木
年
輪
資
料
の
作
成
段
階
に
お
い
て
大
き
な
錯
誤

が
あ
っ
た
こ
と
が
、
板
付

Ⅱa
式
併
行
期
の
時
代
判
定
の
議
論
に
、
影
響

を
与
え
て
い
た
の
で
あ
る
。 

歴
博
は
、
弥
生
時
代
の
早
期
・
前
期
・
中
期
の
日
本
樹
木
年
輪
と
し

て
、
飯
田
市
畑
ノ
沢
埋
没
樹
木
と
広
島
黄
幡
１
号
遺
跡
木
材
を
用
い
て
、

そ
の
平
均
的
な
炭
素
年
代
を
日
本
の
較
正
基
準
に
使
用
と
し
て
い
る
。

こ
こ
ま
で
は
問
題
な
い
。
し
か
し
、
厳
密
に
言
う
と
、
畑
ノ
沢
の
試
料

に
は
、［
木
片
Ａ
］ 

前
六
三
〇
年
～
前
一
九
三
年
、［
木
片
Ｂ
］
前
七
〇

五
年
～
前
五
七
一
年
、
［
木
片
Ｃ
］ 

前
六
八
五
年
～
前
六
三
一
年
の
三

種
類
あ
り
、
そ
の
内
の
［
木
片
Ｂ
］
の
測
定
値
が
、
異
常
に
新
し
い
年

代
を
示
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
歴
博
の
提
示
し
た
日
本
産
樹
木
年
輪
試

料
に
よ
る
較
正
曲
線
の
推
移
を
図
６
に
示
す
が
、
そ
れ
は
図
６
の
Ⅰ
の

畑
ノ
沢(

尾
嵜

2006)

と
図
６
の
Ⅱ
の
黄
幡
１
号(w

w
w.rekihaku.  

ac.jp/reaeach/subsidy/calibration.htm
l)

を
比

較
す

る
と

直

ち

に
わ
か
る
。［
木
片
Ｂ
］
に
相
当
す
る
部
分
が
、
あ
ま
り
に
も
違
う
の
で

あ
る
。 

そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
最
新
の
図
６
の
Ⅲ(

藤
尾

2008a)

で
は
、

そ
の
異
常
部
分
が
削
除
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
経
過
を
遡
っ
て
見
る
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と
、
平
成
十
九
年
三
月
の
尾
嵜
論
文(

尾
嵜

2007a)

に
は
ま
だ
異
常
部

分
が
残
っ
て
い
る
が
、
平
成
十
九
年
五
月
の
歴
博
研
究
報
告(

尾
嵜

2007b)
で
は
、
こ
の
異
常
部
分
が
削
除
さ
れ
て
い
る
の
で
、
平
成
十
九

年
の
初
め
に
訂
正
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
一
連
の
報

告
書
を
読
ん
で
も
、
な
ぜ
相
当
部
分
の
デ
ー
タ
が
削
除
さ
れ
た
か
に
つ

い
て
何
も
触
れ
て
い
な
い
。
た
だ
、
当
初
の
報
告
書(

尾
嵜2006)

に
よ

る
と
、「
測
定
装
置
が
不
安
定
な
状
態
の
中
で
測
定
し
た
も
の
も
含
ま
れ

て
い
る
」
と
あ
る
の
で
、
そ
れ
ゆ
え
の
削
除
と
も
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ

 
図

6 
歴

博
の

日
本

樹
木

年
輪

に
よ

る
炭

素
14

年
代

較
正

図
の

推
移
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は
炭
素
年
代
の
根
幹
に
か
か
わ
る
部
分
で
あ
り
、
ぜ
ひ
そ
の
原
因
を
明

ら
か
に
し
て
ほ
し
い
。 

な
ぜ
、
筆
者
が
こ
の
経
過
を
問
題
と
す
る
か
と
言
う
と
、
歴
博
が
板

付

Ⅱa
期
を
前
六
八
〇
年
頃
と
設
定
し
た
こ
と(

藤
尾2008a)

に
深
く
関

連
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、 

［
木
片
Ｂ
］
の
異
常
の
存
在

に
よ
っ
て
、
板
付

Ⅱa
期
を
前
六
八
〇
年
頃
に
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
た

か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
異
常
部
分
を
削
除
し
た
現
在
で
は
、
論

拠
が
失
わ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

筆
者
は
、
畑
ノ
沢
の
［
木
片
Ｂ
］
の
異
常
は
、
年
輪
年
代
の
照
合
が

正
し
く
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
疑
っ
て
い
る
。
そ
れ
は 

［
木
片
Ｂ
］
の
炭

素
十
四
年
代
を
一
八
五
年
ほ
ど
後
の
時
期
に
シ
フ
ト
し
て
見
る
と
、［
木

片
Ａ
］
の
前
四
六
〇
年
～
前
三
八
〇
年
の
部
分
と
か
な
り
良
く
一
致
し

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。 

つ
い
で
に
述
べ
る
と
、
も
う
ひ
と
つ
不
審
な
点
が
あ
る
。
図
６
の
Ⅲ

(

最
新)

が
図
６
の
Ⅰ
の
前
六
三
〇
年
以
降
の
部
分
と
図
６
の
Ⅱ
を
合
成

し
た
図
で
あ
る
こ
と
は
そ
の
類
似
性
か
ら
見
て
間
違
い
な
い
の
で
あ
る

が
、
前
六
三
一
年
よ
り
前
の
部
分
が
図
６
の
Ⅱ
と
異
な
っ
て
い
て
、
三

十
年
ほ
ど
若
く
表
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
再
測
定
デ
ー
タ
に
よ
る

の
か
も
知
れ
な
い
が
、
「
日
本
樹
木
に
は
国
際
較
正
基
準
と
差
異
が
あ

る
」
こ
と
を
示
す
重
要
部
分
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
「
板
付

Ⅱa
式
の

時
期
」
の
議
論
を
何
と
か
続
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

き
ち
っ
と
デ
ー
タ
を
公
開
し
て
ほ
し
い
。 

と
こ
ろ
で
、
日
本
に
は
、
弥
生
前
期
に
相
当
す
る
時
期
の
日
本
樹
木

年
輪
に
よ
る
炭
素
年
代
資
料
が
歴
博
の
資
料
の
他
に
も
あ
る
。
山
形
大

の
グ
ル
ー
プ
が
鳥
海
杉
に
つ
い
て
測
定
し
た
資
料
で
あ
る(

沢
木2002

、

丸
藤2004

、
桜
井2004)

。
こ
れ
ら
を
含
め
て
、
弥
生
前
期
の
日
本
各

地
の
樹
木
年
輪
炭
素
年
代
を
国
際
較
正
基
準
と
比
較
し
て
図
７
に
示
す
。 

図
７
に
は
、
黄
幡
１
号
遺
跡
木
材
に
つ
い
て
も
併
記
し
て
い
る
が
、

国
際
較
正
基
準
よ
り
も
大
幅
に
古
い
年
代
を
示
す
場
合
も
決
し
て
少
な

く
な
い
。
炭
素
十
四
年
代
が
二
六
〇
〇
年
よ
り
も
古
い
デ
ー
タ
が
前
七

〇
〇
年
以
降
に
三
件
も
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
事
は
、
弥
生
前
期
初
頭

 

図 7 弥生前期日本樹木年輪の炭素年代 (その他 ) 
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の
炭
素
年
代
平
均
が
二
六
三
〇
年
を
示
し
た
か
ら
と
言
っ
て
、「
炭
化
物

問
題
」
も
あ
り
、
直
ち
に
、
そ
の
時
期
を
前
七
〇
〇
年
以
前
と
す
る
こ

と
が
合
理
的
と
は
言
え
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

 (

６) 
出
土
木
材
の
年
輪
年
代
と
炭
素
年
代
の
照
合 

歴
博
は
、
上
記
以
外
に
も
、
守
山
市
の
下
之
郷
遺
跡
や
二
ノ
畦
・
横

枕
遺
跡
出
土
の
木
材
、
唐
古
・
鍵
遺
跡
の
大
型
建
物
、
池
上
曽
根
遺
跡

の
柱
材
に
つ
い
て
も
、
ウ
ィ
グ
ル
マ
ッ
チ
ン
グ
法
を
用
い
て
、
木
材
年

代
を
求
め
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
、
同
一
の
木
材
に
つ
い
て
、
年
輪
年

代
と
炭
素
十
四
年
代
を
測
定
し
た
例
も
あ
る
。 

◆ 

滋
賀
県
守
山
市
下
之
郷
遺
跡
の
木
材 

平
成
十
九
年
度
考
古
学
協
会
総
会
の
研
究
発
表
要
旨
「
弥
生
時
代

前
・
中
期
の
実
年
代
」(

今
村

2007)

に
よ
れ
ば
、
「
滋
賀
県
下
之
郷
遺

跡
出
土
の
木
材
は
、
光
谷
に
よ
り(

年
輪
年
代
が)
前
二
七
一
年
と
報
告

さ
れ
て
い
る
が
、
ウ
イ
グ
ル
マ
ッ
チ
法
で
は
前
二
八
五
～
二
五
五
年
が

得
ら
れ
た
」
と
あ
る
。 

文
意
か
ら
見
て
、
同
一
の
木
材
に
つ
い
て
の
測
定
で
あ
る
。
そ
の
結

果
は
、
『
新
弥
生
時
代
の
は
じ
ま
り
』
第
１
巻(

西
本2006)

の
「
付
表
」

に
、
外
か
ら
一
年
、
十
一
年
、
…
…
百
三
十
一
年
の
年
輪
の
炭
素
年
代

と
し
て
載
っ
て
い
る
。 

最
外
の
年
輪
を
前
二
七
一
年
と
し
て
対
比
し
た
結
果
を
国
際
較
正

基
準
と
比
較
し
て
、
図
８
に
示
す
。 

前
四
〇
〇
年
～
前
二
五
〇
年
の
炭
素
年
代
が
、
平
均
的
に
見
て
、
国

際
較
正
基
準
よ
り
も
六
十
年
も
古
く
出
て
い
た
こ
と
を
示
す
貴
重
な
資

料
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
結
果
を
、
「
誤
差
範
囲
内
で
よ
く
一
致
」(

小

林2006a)

と
か
「
整
合
性
を
も
っ
て
い
る
こ
と
は
確
か
」(

春
成2005)

と
総
括
し
て
い
た
の
で
は
、「
六
十
年
も
古
く
出
て
い
た
こ
と
」
を
隠
し

て
い
る
こ
と
に
な
る
。 

そ
も
そ
も
、
歴
博
は
な
ぜ
年
輪
年
代
の
判
明
し
て
い
る
木
材
に
つ
い

て
炭
素
十
四
年
代
を
測
定
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
常
識
的
に
考
え
れ
ば
、

日
本
に
お
け
る
炭
素
十
四
年
代
の
検
証
、
す
な
わ
ち
日
本
版
の
較
正
基

 

 
図 8 下之郷と二ノ畦横枕木材の炭素年代  
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準
作
成
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
な
の
に
、
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
較
正

基
準
作
成
に
活
用
し
て
い
る
様
子
が
見
ら
れ
な
い
。
不
都
合
な
資
料
と

な
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。 

◆ 
滋
賀
県
守
山
市
二
ノ
畦
・
横
枕
遺
跡
の
木
材 

こ
の
遺
跡
か
ら
は
、
年
輪
年
代
が
前
九
七
年
と
前
六
〇
年
の
木
材
が

出
て
い
る(

光
谷2001)

。 

歴
博
の
「
滋
賀
現
地
研
究
会
」
の
報
告(

小
林

2006a)

に
よ
れ
ば
、

こ
の
二
ノ
畦
・
横
枕
の
木
材
の
ウ
イ
グ
ル
マ
ッ
チ
ン
グ
結
果
も
上
記
の

下
之
郷
木
材
と
共
に
「
光
谷
拓
実
氏
の
年
輪
年
代
法
の
測
定
結
果
と
誤

差
範
囲
内
で
よ
く
一
致
し
て
い
た
」
と
あ
る
の
で
、
対
象
材
は
上
記
の

木
材
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。
外
か
ら
一
年
、
十
一
年
、
…
…
一
三
一

年
の
年
輪
の
炭
素
年
代
測
定
結
果
が
、
下
之
郷
と
同
じ
く
『
新
弥
生
時

代
の
は
じ
ま
り
』
第
２
巻(

西
本2007)

の
「
付
表
」
に
載
っ
て
い
る
。 

と
こ
ろ
が
、
「
誤
差
範
囲
で
よ
く
一
致
し
て
い
た
」
と
の
報
告
と
は

異
な
り
、
前
九
七
年
材
も
前
六
〇
年
材
も
あ
ま
り
良
く
一
致
し
な
い
の

で
あ
る
。
図
８
に
は
一
致
度
の
マ
シ
な
前
九
七
年
材
を
採
っ
て
対
比
し

て
い
る
が
、
そ
う
す
る
と
、
平
均
八
十
年
も
炭
素
年
代
が
古
く
で
て
し

ま
う
。
す
な
わ
ち
、
守
山
市
の
炭
素
年
代
は
共
通
し
て
六
十
～
八
十
年

も
国
際
較
正
基
準
よ
り
古
い
の
で
あ
る
。 

し
か
も
、
図
８
を
見
れ
ば
容
易
に
わ
か
る
よ
う
に
、
ウ
イ
グ
ル
マ
ッ

チ
ン
グ
法
で
は
、
こ
の
木
材
の
年
代
は
前
二
〇
〇
年
頃
に
出
る
は
ず
で

あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
百
年
～
百
五
十
年
も
の
差
が
あ
り
、
と
て
も

「
誤
差
範
囲
で
よ
く
一
致
し
て
い
た
」
と
は
な
ら
な
い
。
年
輪
年
代
の

測
定
が
誤
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
不
思
議
な
話
で
あ
る
。 

◆ 

奈
良
県
唐
古
鍵
遺
跡
の
木
材 

こ
の
場
合
は
、
年
輪
年
代
の
測
定
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
歴
博
は

ウ
イ
グ
ル
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
っ
て
、
最
外
層
を
前
二
七
五
年
と
推
定
し

て
い
る(

春
成

2006a)

。
図
９
に
示
す
。
と
こ
ろ
で
、
歴
博
の
推
定
し

た
木
材
の
年
代(

前
二
七
五
年)

は
、
図
８
に
示
し
た
滋
賀
県
下
之
郷
の

木
材
と
ほ
ぼ
同
一
の
年
代(

前
二
七
一
年)

で
あ
る
。
そ
こ
で
図
８
と
図

９
を
比
較
し
て
み
よ
う
。 

比
較
し
て
す
ぐ
に
わ
か
る
こ
と
は
、
下
之
郷
の
場
合
は
炭
素
年
代
が

 
 

 

図 9 唐古鍵遺跡木材ウイグルマッチング  
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ほ
と
ん
ど
全
て
国
際
較
正
曲
線
の
上
に
分
布
す
る
の
に
、
唐
古
・
鍵
遺

跡
の
場
合
は
ほ
と
ん
ど
が
下
に
分
布
し
て
い
て
、
全
く
一
致
し
て
い
な

い
の
で
あ
る
。
北
九
州
弥
生
中
期
の
炭
素
年
代
の
図
３
と
比
較
し
て
も
、

同
様
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
守
山
市
の
樹
木
年
輪
を
基
準
と
し
て
較
正

を
行
え
ば
、
と
て
も
前
二
七
五
年
に
は
設
定
で
き
な
い
。
お
そ
ら
く
、

前
一
五
〇
年
あ
た
り
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。 

も
と
も
と
、
こ
の
唐
古
鍵
遺
跡
の
木
材
は
、
図
９
か
ら
わ
る
よ
う
に
、

右
に
百
年
ほ
ど
シ
フ
ト
し
て
も
当
て
は
ま
る
の
で
、
年
代
推
定
は
前
二

九
〇
～
二
五
五
年(

六
十
九
％)
の
他
に
、
前
二
〇
五
～
一
六
五
年(

二
十

六
％)

も
あ
っ
た(

今
村

2007)
の
で
あ
る
。
下
之
郷
と
の
対
比
か
ら
、

唐
古
・
鍵
遺
跡
の
木
材
年
代
は
前
一
五
〇
年
頃
に
修
正
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

そ
う
な
る
と
、
歴
博
が
弥
生
中
期
の
始
ま
り
を
前
三
八
〇
年
～
三
五

〇
年
と
し
た
重
要
な
根
拠
の
ひ
と
つ
が
失
わ
れ
る
。
唐
古
鍵
遺
跡
の
木

材
は
Ⅲ
期
古(

中
期
初
～
中)

で
あ
り
、
こ
の
木
材
が
前
二
七
五
年
で
あ

っ
て
は
じ
め
て
歴
博
説
を
補
強
で
き
る
の
で
あ
っ
て
、
前
二
世
紀
中
葉

の
も
の
と
な
っ
て
は
、
意
味
を
持
た
な
い
。 

◆ 

奈
良
県
瓜
生
堂
５
号
木
棺 

ま
た
、
図

10
に
示
し
た
奈
良
県
瓜
生
堂
５
号
木
棺
の
ウ
イ
グ
ル
マ
ッ

チ
ン
グ
の
結
果(

春
成

2006a)

も
同
様
で
あ
る
。
図
８
に
示
し
た
二
ノ

畦
・
横
枕
の
炭
素
年
代
と
ほ
ぼ
同
じ
炭
素
年
代
で
あ
り
、
守
山
市
の
木

材
を
基
準
と
し
て
ウ
イ
グ
ル
マ
ッ
チ
ン
グ
を
す
れ
ば
、
前
九
〇
年
程
度

ま
で
新
し
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
瓜
生
堂
５
号
木
棺
も
弥
生
Ⅲ
期
後
半
と

さ
れ
た
も
の
で
、
修
正
結
果
は
歴
博
説
を
補
強
す
る
も
の
で
は
な
く
、

む
し
ろ
従
来
説
に
近
い
。 

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
よ
う
に
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
木
材
の
年
輪
年

代
と
炭
素
年
代
の
比
較
結
果
は
、
新
た
に
、
国
際
較
正
基
準
と
は
別
の

「
日
本
の
樹
木
年
代
」
の
有
力
な
資
料
を
提
供
す
る
。
歴
博
の
よ
う
に
、

「
誤
差
範
囲
内
で
よ
く
一
致
し
て
い
た
」
と
乖
離
を
安
易
に
見
過
ご
し
、

較
正
年
代
の
資
料
と
し
て
活
用
し
な
い
の
は
き
わ
め
て
遺
憾
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
琵
琶
湖
周
辺
の
守
山
市
で
古
い
炭
素
年
代
を
示
す
の

こ
と
に
は
、
注
目
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。 

 
 

 
図 10 瓜生堂 5 号木棺のウイグルマッチング
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 (
７) 

小
松
市
八
日
市
地
方
遺
跡
に
よ
る
検
証 

最
後
に
、
歴
博
の
日
本
樹
木
年
輪
年
代
に
よ
っ
て
較
正
し
て
も
、
弥

生
時
代
中
期
の
年
代
が
、
古
く
出
す
ぎ
る
他
の
例
を
紹
介
し
よ
う
。
小

松
市
八
日
市
地
方
遺
跡
の
弥
生
Ⅱ
期
、
Ⅲ
期
、
Ⅳ
期
の
土
器
付
着
炭
化

物
な
ど
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
。 

『
新
弥
生
時
代
の
は
じ
ま
り
』(

西
本2006

、2007)

の
「
付
表
」
を

見
る
と
、
ま
と
ま
っ
た
形
で
土
器
付
着
炭
化
物
の
炭
素
年
代
を
測
定
し

た
例
が
い
く
つ
か
あ
る
。
そ
の
中
で
、
弥
生
中
期
に
つ
い
て
最
も
豊
富

に
測
定
し
た
の
が
八
日
市
地
方
遺
跡
で
あ
る
。 

こ
れ
を
例
題
と
し
て
取
り
上
げ
て
、
日
本
産
樹
木
年
輪
年
代
に
よ
っ

て
、
日
本
の
較
正
曲
線
を
作
成
し
て
も
、
本
報
が
指
摘
し
て
い
る
問
題

が
ま
っ
た
く
解
決
さ
れ
な
い
こ
と
を
示
そ
う
。
八
日
市
遺
跡
の
弥
生
Ⅱ

期(

５
件)

、
Ⅲ
期(

９
件)

、
Ⅳ
期(

５
件)

の
炭
素
年
代
分
布
を
歴
博
の
日

本
産
樹
木
年
輪
年
代
お
よ
びIntC

al04

と
対
比
し
て
図
11
に
示
す
。

こ
の
結
果
を
ど
う
解
釈
し
た
ら
良
い
の
で
あ
ろ
う
か
。 

ま
ず
、
弥
生
Ⅱ
期
は
５
件
の
内
４
件
が
前
二
五
〇
年
頃
のIntC

al04

ピ
ー
ク
よ
り
も
古
い
炭
素
年
代
を
示
し
て
い
る
の
で
、
前
三
八
〇
年
頃

と
な
る
。
弥
生
Ⅲ
期
の
場
合
も
過
半
数
が
前
二
五
〇
年
頃
の
ピ
ー
ク
を

越
え
て
お
り
、
前
四
〇
〇
年
～
前
三
二
〇
年
に
位
置
付
け
る
の
が
最
も

自
然
で
あ
る
。
強
い
て
言
え
ば
、
前
四
〇
〇
年
～
前
一
八
〇
年
と
見
る

こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
が
、
こ
れ
で
は
Ⅲ
期
が
長
す
ぎ
る
。
Ⅳ
期
は

中
央
値
か
ら
見
て
前
二
〇
〇
年
頃
と
な
ろ
う
。
こ
の
結
果
に
、
考
古
学

的
な
順
序
を
考
慮
す
る
と
、
Ⅱ
期
が
前
三
八
〇
年
頃
、
Ⅲ
期
が
前
三
八

 

図 11 八日市地方遺跡の炭素年代と日本樹木年輪年代の関係  
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〇
年
～
前
二
四
〇
年
、
Ⅳ
期
が
前
二
四
〇
年
～
前
九
〇
年
と
見
る
の
が
、

国
際
較
正
基
準
や
日
本
樹
木
年
輪
年
代
に
忠
実
な
立
場
で
あ
る
。 

さ
て
、
そ
れ
で
は
歴
博
は
、
北
陸
の
弥
生
Ⅱ
期
～
Ⅳ
期
を
ど
の
よ
う

に
見
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
弥
生
中
期
の
北
陸
の
年
代
図
は
公
表
さ
れ

て
い
な
い
の
で
、
瀬
戸
内
、
近
畿
を
援
用
す
る
と
、
Ⅱ
期
が
前
三
二
〇

年
～
前
二
七
〇
年
、
Ⅲ
期
が
前
二
七
〇
年
～
前
一
二
〇
年
、
Ⅳ
期
が
前

一
二
〇
年
～
紀
元
前
後
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
Ⅱ
期
で
八
十
年
、

Ⅲ
期
、
Ⅳ
期
で
百
年
も
炭
素
年
代
が
古
く
で
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か

も
、
弥
生
年
代
の
仮
の
位
置
づ
け
は
歴
博
の
遡
上
し
た
年
代
を
基
準
に

し
て
い
る
。
な
お
、
小
松
市
八
日
市
地
方
遺
跡
は
、
海
岸
か
ら
三
～
四

キ
ロ
に
あ
り
、
海
岸
遺
跡
に
準
ず
る
位
置
に
あ
る
。 

こ
こ
で
は
、
小
松
市
八
日
市
地
方
遺
跡
の
場
合
の
み
例
示
し
た
が
、

こ
の
他
に
も
、
岡
山
市
南
方(

済
生
会)

遺
跡
の
瀬
戸
内
Ⅲ
期(

二
七
三
〇
、

二
六
三
〇
、
二
三
六
〇
、
二
三
四
〇
、
二
三
一
〇
、
二
三
〇
〇
、
二
二

三
〇
、
二
二
三
〇
、
二
二
一
〇
年)

や
守
山
市
下
之
郷
の
近
江
Ⅳ
期
古(

二

二
七
五
、
二
二
七
〇
、
二
二
二
〇
、
二
二
〇
〇
、
二
一
八
五
、
二
一
七

〇
、
二
一
六
〇
、
二
一
六
〇
、
二
一
四
五
年)

の
土
器
付
着
炭
化
物
の
炭

素
年
測
定
結
果
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
南
方(

済
生
会)

遺
跡
の
場
合
は
、

炭
素
年
代
が
二
六
三
〇
年
以
上
の
異
常
値
二
件
を
除
い
て
も
、
二
三
〇

〇
年
以
上
が
三
件
も
あ
り
、
八
日
市
地
方
遺
跡
と
全
く
同
じ
状
況
に
あ

る
。
下
之
郷
の
場
合
も
明
ら
か
に
百
年
ほ
ど
古
い
年
代
を
示
し
て
い
る
。 

し
た
が
っ
て
、
日
本
樹
木
に
よ
る
較
正
曲
線
を
完
成
さ
せ
た
か
ら
と

言
っ
て
、
問
題
解
決
に
至
る
訳
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
新
聞
報
道
に
よ

れ
ば
「
Ａ
Ｍ
Ｓ
法
に
独
自
曲
線
・
難
点
を
克
服
」
と
か
「
こ
の
曲
線
が

で
き
れ
ば
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
山
を
越
え
る
」(

平
成
十
九
年
一
月
十
五
日

朝
日
新
聞)

と
し
て
い
る
が
、
問
題
を
直
視
し
て
い
な
い
よ
う
に
見
受
け

る
の
で
あ
る
。 

 (

８) 

小
結 

歴
博
は
、
「
炭
素
年
代
は(

国
際
較
正
基
準
に
よ
っ
て
較
正
す
れ
ば)

正
し
い
結
果
を
与
え
る
」
と
の
前
提
で
議
論
を
進
め
た
は
ず
で
あ
る
。

し
か
し
、
歴
博
は
自
ら
の
予
測
理
論(

仮
説)

に
合
わ
な
い
場
合
が
生
じ

る
と
、
炭
素
年
代
に
耳
を
傾
け
る
よ
り
も
、
自
ら
の
解
釈
に
炭
素
年
代

を
合
わ
せ
る
よ
う
に
議
論
を
進
め
て
い
る
。 

し
た
が
っ
て
、
い
ま
「
ご
破
算
で
願
い
ま
し
て
は
」
式
に
、
全
て
の

炭
素
年
代
資
料
を
、
予
見
な
く
新
た
に
国
際
較
正
基
準
を
用
い
て
再
構

築
す
る
な
ら
ば
、
例
え
国
際
較
正
基
準
を
前
提
条
件
と
し
て
も
、
歴
博

の
描
く
年
代
観
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
く
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。 

し
か
も
、
問
題
は
、
国
際
較
正
基
準
に
忠
実
で
あ
る
限
り
、
測
定
デ

ー
タ
間
に
ど
う
し
て
も
矛
盾
が
生
じ
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
る
。
国
際
較

正
基
準
に
合
致
し
な
い
事
例
が
あ
ま
り
に
も
多
く
、「
炭
素
年
代
は
正
し

い
結
果
を
与
え
る
」
と
の
前
提
自
体
が
、
数
多
く
の
実
例
に
よ
っ
て
覆

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
全
て
の
事
例
で
、
炭
素
十
四
年
代

が
古
く
で
て
い
る
。 

も
は
や
、
炭
素
年
代
が
「
合
っ
て
い
る
か
否
か
」
を
議
論
し
て
い
る

段
階
で
は
な
い
。
「
な
ぜ
合
わ
な
い
の
か
」
に
つ
い
て
真
摯
に
追
求
し
、
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合
わ
な
い
要
因
を
排
除
し
て
、
そ
の
信
頼
性
を
高
め
て
行
く
こ
と
こ
そ

が
重
要
な
段
階
な
の
で
あ
る
。 

次
項
で
は
、
な
ぜ
国
際
較
正
基
準
で
は
合
わ
な
い
の
か
に
つ
い
て
議

論
す
る
。 

  

Ⅱ 

較
正
年
代
基
準
の
問
題 

 

こ
こ
ま
で
は
、
炭
素
十
四
年
代
に
つ
い
て
、
「
国
際
較
正
基
準
に
よ

っ
て
較
正
し
た
年
代
は
正
し
い
」
と
す
る
歴
博
の
前
提
条
件
に
基
づ
い

て
検
討
を
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
を
見
た
だ
け
で
も
、
歴
博
の
結
論
に

は
数
多
く
の
矛
盾
点
を
含
ん
で
い
る
こ
と
を
、
ほ
ぼ
弥
生
時
代
全
般
に

わ
た
っ
て
示
し
た
と
考
え
る
。 

し
か
し
、
歴
博
の
よ
り
大
き
な
問
題
点
は
「
較
正
年
代
は
正
し
い
」

と
す
る
前
提
条
件
そ
の
も
の
に
あ
る
。 

も
ち
ろ
ん
、
全
世
界
的
に
、
歴
史
考
古
学
的
な
編
年
の
無
い
時
期(

す

な
わ
ち
先
史
時
代)

に
つ
い
て
は
、
炭
素
十
四
年
代
を
共
通
の
尺
度
と
す

る
と
い
う
合
意
は
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
他
に
有
力
な
手
段
が
な
い

場
合
で
あ
っ
て
、
日
本
で
言
え
ば
縄
文
時
代
以
前
の
話
で
あ
る
。
多
少

と
も
中
国
の
歴
史
時
代
と
接
点
の
あ
る
弥
生
時
代
に
関
し
て
は
、
よ
り

慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

そ
れ
は
、
考
古
学
の
先
進
地
域
で
あ
る
エ
ジ
プ
ト
を
は
じ
め
と
す
る

近
東
地
域
に
お
い
て
、
炭
素
十
四
年
代
と
歴
史
考
古
学
年
代
に
百
年
～

三
百
年
、
時
に
は
五
百
年
も
差
異
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

ど
ち
ら
が
正
し
い
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
無
条
件
で
「
較
正
年
代
は
正

し
い
」
と
楽
観
し
て
は
い
ら
れ
な
い
の
が
科
学
的
な
態
度
で
あ
る
。 

こ
の
項
で
は
、
そ
も
そ
も
歴
博
が
問
題
と
し
て
こ
な
か
っ
た
炭
素
十

四
年
代
較
正
そ
の
も
の
の
問
題
点
に
つ
い
て
述
べ
る
。 

 
(

１) 

歴
博
の
立
場 

歴
博
は
、
当
初
の
新
聞
発
表
以
来
、
炭
素
十
四
年
代
に
つ
い
て
「
問

題
」
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
る
努
力
を
し
て
来
な
か
っ
た
。
す
く
な
く
と

も
、
エ
ジ
プ
ト
考
古
学
等
で
差
異
が
生
じ
て
い
る
こ
と
さ
え
も
、
公
式

報
告
で
は
触
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
簡
単
に
発
表
経
過
を
辿
っ
て
み

よ
う
。 

平
成
十
五
年
五
月
十
九
日
の
新
聞
発
表
資
料
で
は
、
「
年
輪
年
代
と

の
照
合
で
得
ら
れ
る
炭
素
十
五
濃
度
の
暦
年
較
正
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
値
の

整
備
が
国
際
的
に
進
み
、
炭
素
十
四
濃
度
を
正
確
に
暦
年
代
に
変
換
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る(

歴
博2003)

。 

ま
た
、
平
成
十
五
年
十
月
の
歴
博
研
究
業
績
集
『
炭
素
十
四
年
代
測

定
と
考
古
学
』
に
お
い
て
も
、
今
村
峯
雄
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る(

今
村2003)

。 
…
…
大
気
は
、
炭
素
十
四
に
と
っ
て
一
種
の
プ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
濃
度
は
、
半
球
内
で
は
大
規
模
大
気
運
動
の
た
め
一
～
三
ヶ
月
で

混
合
均
一
化
す
る
。
一
時
的
に
炭
素
十
四
濃
度
の
違
い
が
生
じ
て
も
、
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そ
れ
は
す
ぐ
に
均
一
化
さ
れ
る
た
め
、
年
度
ご
と
の
差
も
地
域
的
な
差

も
一
般
に
無
視
で
き
る
ほ
ど
小
さ
い
。
暦
年
較
正
曲
線
は
、
世
界
の
共

通
の
「
も
の
さ
し
」
と
し
て
使
え
る
と
い
う
の
が
、
研
究
者
の
共
通
の

理
解
で
あ
る
…
…
。 

更
に
、
平
成
十
六
年
六
月
の
学
生
社
『
弥
生
時
代
の
実
年
代
』
で
も

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る(

今
村2004a)

。 

…
…
暦
年
較
正
曲
線
に
つ
い
て
は
、
一
つ
の
半
球
、
す
な
わ
ち
北
半

球
に
限
れ
ば
、
共
通
と
い
う
の
が
国
際
的
な
認
識
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

地
域
に
よ
る
差
は
非
常
に
小
さ
く
…
…
日
本
と
欧
米
の
間
の
違
い
も
、

弥
生
の
年
代
に
対
す
る
結
論
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
あ
り
得
な
い
と

い
う
の
が
私
た
ち
の
研
究
結
果
か
ら
の
理
解
で
あ
る
…
…
。 

こ
の
よ
う
に
、
歴
博
は
「
較
正
年
代
」
が
信
用
で
き
る
こ
と
を
、
一

貫
し
て
強
調
し
て
き
て
い
る
。 

そ
の
中
で
、
エ
ジ
プ
ト
考
古
学
と
近
東
編
年
に
つ
い
て
、
初
め
て
触

れ
た
の
が
「
世
界
の
炭
素
十
四
年
代
測
定
」(

今
村2004b)
で
あ
る
が
、

次
に
示
す
よ
う
に
、
問
題
が
あ
た
か
も
現
行
編
年
側
に
あ
る
か
の
よ
う

な
表
現
に
な
っ
て
い
る
。 

…
…
現
在
主
流
と
考
え
ら
れ
て
い
る
近
東
の
編
年
の
考
え
方
よ
り

も
一
貫
し
て
古
い
年
代
を
与
え
る
傾
向
が
あ
る
。
…
…
二
十
世
紀
前
葉

に
は
こ
れ
よ
り
約
二
百
年
古
い
年
代
が
考
古
学
的
に
与
え
ら
れ
て
お
り
、

最
近
の
炭
素
十
四
測
定
の
結
果
は
む
し
ろ
古
い
編
年
を
支
持
す
る
…
…
。 

ま
た
、
平
成
十
八
年
九
月
の
「
第
十
九
回
国
際
放
射
性
炭
素
会
議
参

加
記
」(

藤
尾2006c)

で
も
、「
会
場
が
熱
く
な
る
の
は
や
は
り
エ
ジ
プ

ト
考
古
学
で
あ
る
。
Ａ
Ｍ
Ｓ
を
多
用
す
る
古
王
朝
研
究
は
そ
う
で
も
な

い
が
、
天
文
学
や
パ
ピ
ル
ス
文
書
な
ど
の
歴
史
学
的
方
法
が
発
達
し
て

い
る
中
・
新
王
朝
で
は
、
Ａ
Ｍ
Ｓ
の
方
が
百
～
二
百
年
、
古
く
で
て
い

る
た
め
不
幸
な
関
係
が
続
い
て
い
る
」
と
紹
介
し
て
い
る
。
し
か
し
、

歴
博
研
究
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
コ
メ
ン
ト
が
な
い
。 

以
上
を
振
り
返
っ
て
見
て
、
な
ぜ
歴
博
は
最
初
の
新
聞
発
表
の
時
に
、

「
エ
ジ
プ
ト
な
ど
近
東
の
考
古
学
で
は
問
題
が
あ
る
」
こ
と
を
紹
介
し

な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
国
立
と
の
形
容
詞
の
つ
い
た
研
究
機
関
で

あ
り
、
そ
の
後
、
多
額
の
科
学
研
究
費
を
使
用
す
る
だ
け
に
、
最
低
限

の
情
報
公
開
が
必
要
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
歴
博
発
表
に
と
っ

て
不
利
な
情
報
と
考
え
て
、
紹
介
し
な
か
っ
た
の
な
ら
、
そ
の
姿
勢
は

問
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
し
、
当
初
、
そ
れ
ら
の
事
実
を
知
ら
な
か
っ
た

と
す
る
な
ら
ば
不
勉
強
で
あ
る
。 

参
考
の
た
め
、
エ
ジ
プ
ト
や
近
東
の
考
古
学
で
、
炭
素
十
四
年
代
と

歴
史
考
古
学
編
年
が
数
百
年
単
位
で
合
わ
な
い
実
例
を
示
す
。
図
12
は

エ

ジ

プ

ト

の

フ

ク

王

期

の

遺

物

の

炭

素

十

四

年

代

で

あ

る

(B
ruins2001)

。
現
在
の
定
説
、
前
二
五
五
〇
年
に
比
較
す
る
と
、
ほ

と
ん
ど
全
て
が
古
く
偏
っ
て
い
る
が
、B

ruins

は
、
二
十
五
件
の
デ
ー

タ
の
内
、
十
一
件
は
２σ

内
に
あ
る
と
言
っ
て
炭
素
十
四
年
を
擁
護
し

て
い
る
。
ま
た
、
図
13
は
、
近
東
イ
ス
ラ
エ
ル
考
古
学
の
場
合
で
あ
る

(.M
anning

 
2002)

。
太
い
横
線
で
示
し
た
の
が
炭
素
年
に
よ
る
推
定
、

細
い
横
線
が
現
在
の
編
年
で
あ
る
。 

な
お
、
参
考
の
た
め
、
歴
史
考
古
学
年
代
と
炭
素
十
四
年
代
の
乖
離
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に
つ
い
て
紹
介
し
た
論
文
と
し
て
、K

eenan

の
論
文
を
挙
げ
て
お
く

(K
eenan2002)

。Keenan

の
論
文
で
は
、
エ
ジ
プ
ト
、
イ
ス
ラ
エ
ル
・

パ
レ
ス
チ
ナ
の
他
に
、
シ
ュ
メ
ー
ル
、
イ
タ
リ
ア
半
島
、
エ
ー
ゲ
海
沿

岸
で
も
炭
素
年
代
が
現
行
の
考
古
学
編
年
よ
り
も
古
く
で
て
い
る
こ
と

を
伝
え
て
い
る
。 

更
に
言
え
ば
、
中
国
の
春
秋
・
戦
国
時
代
に
つ
い
て
も
、
筆
者
の
集

め
た
資
料
に
よ
れ
ば
、
表
６
の
よ
う
に
、
数
十
年
か
ら
数
百
年
も
古
く

で
て
い
る(

新
井2008a)

。 

こ
の
よ
う
に
、
一
貫
し
て
、
炭
素
十
四
年
代
の
較
正
問
題
に
未
解
決

な
論
争
が
続
い
て
い
る
中
で
、
歴
博
は
、
た
だ
日
本
樹
木
年
輪
年
代
に

よ
る
較
正
資
料
の
作
成
さ
え
終
了
す
れ
ば
、
そ
れ
で
問
題
は
解
決
す
る

と
の
姿
勢
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
問
題
解
決
に
至
ら
な

   

図 13 イスラエル考古学編年と炭素年代の比較  

 
図 12 フク王ピラミット期の炭素 14 年代  
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い
の
が
、
考
古

学
の
先
進
国
の

現
状
な
の
で
あ

る
。 歴

博
は
、
繰

返
し
て
「
炭
素

年
代
は
時
期
や

地
域
に
よ
る
差

は
非
常
に
小
さ

い
」
と
し
て
き

た
が
、
既
に
述

べ
た
よ
う
に
、

弥
生
末
期
か
ら

古
墳
早
期
に
関

し
て
は
、
日
本

の
炭
素
年
代
が

五
十
年
～
百
年

も
古
く
で
て
い

る
こ
と
を
既
に

歴
博
自
ら
容
認
し
て
い
る
。
国
際
較
正
基
準
と
の
差
は
、
弥
生
前
期
に

も
認
め
ら
れ
る
し
、
弥
生
中
期
の
滋
賀
県
守
山
市
で
も
認
め
ら
れ
て
い

る
。
地
域
差
は
、
未
だ
十
分
な
検
討
が
行
わ
れ
て
い
な
い
段
階
で
あ
る

こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
な
の
で
あ
る
。 

 
(

２) 

海
岸
効
果
の
問
題 

既
に
筆
者
は
、
炭
素
十
四
比
の
分
布
に
関
す
る
理
論
的
な
検
討
と
北

九
州
弥
生
前
期
遺
跡
の
炭
素
十
四
年
の
デ
ー
タ
解
析
か
ら
、
「
海
岸
効

果
」
と
も
い
う
べ
き
現
象
に
つ
い
て
指
摘
し
て
い
る(

新
井2006)

。 

本
稿
は
、
事
実
関
係
に
絞
っ
て
紹
介
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る

の
で
、
そ
の
理
論
的
な
背
景
に
つ
い
て
は
、
別
に
附
論
を
設
け
「
海
岸

効
果
の
理
論
的
な
背
景
」
と
し
て
議
論
す
る
が
、
北
部
九
州
の
よ
う
に
、

波
の
荒
い
玄
界
灘
に
面
し
た
海
岸
で
は
、
気
泡
の
巻
き
込
み
が
日
常
的

で
あ
り
、
し
か
も
夏
季
に
は
台
風
の
来
襲
も
し
ば
し
ば
あ
り
、
古
い
炭

素
十
四
比
を
持
つ
海
水
と
大
気
の
間
の
炭
酸
ガ
ス
交
換
が
き
わ
め
て
盛

ん
で
、
海
岸
近
辺
の
樹
木
や
草
木
で
は
炭
素
十
四
年
代
が
古
く
で
る
可

能
性
が
高
い
の
で
あ
る
。 

さ
て
、
弥
生
早
期
・
前
期
初
頭
の
炭
素
年
代
を
示
す
表
１
を
再
度
見

て
み
よ
う
。
歴
博
が
当
初
の
新
聞
発
表
に
用
い
た
試
料
の
炭
素
十
四
年

代
は
、
そ
の
後
の
測
定
結
果
に
比
べ
て
、
百
年
も
古
く
で
て
い
た
。
そ

の
原
因
に
「
海
岸
効
果
」
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
と
既
に
述
べ
た
。
す

な
わ
ち
、
菜
畑
、
梅
白
、
橋
本
一
丁
田
の
遺
跡
は
海
岸
に
あ
り
、
雀
居

も
海
岸
か
ら
６
キ
ロ
の
距
離
で
、
弥
生
時
代
に
は
も
っ
と
海
に
近
か
っ

た
か
ら
で
あ
る
。 

そ
れ
で
は
、
海
岸
で
成
長
し
た
樹
木
の
炭
素
十
四
年
代
測
定
結
果
は

ど
う
な
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
北
九
州
地
方
の
弥
生
時
代
の
樹
木
に

関
し
て
資
料
が
得
ら
れ
れ
ば
、
も
っ
と
も
判
り
や
す
い
が
、
現
状
で
は

表6　中国春秋戦国期墳墓出土品C14年測定実績

出 遺跡 古く出
典 C14BP 標準年 推定年 る年数

 浙江省紹興県印山  越王陵木炭  1 2453 BC710 BC500 210

2575 BC790 290

 新彊哈密市  黒溝梁墓地戦国墓  2 2473 BC730 BC400 330

 湖南省  戦国墓鋳鉄  5 2380 BC410 BC350 60

 湖北省荊門市  郭店一号楚墓  4 2340 BC400 BC320 80

 湖北省荊門市  上博楚簡 2258 BC370 50

 広州市中山四路  南越国遺跡木炭  3 2332 BC400 BC150 250

2374 BC320 170

 四川綿陽市涪城区  前漢墓木頭  3 2487 BC540 BC100 440

2378 BC430 330

 新彊魯番市  交河故城墓M16　  2 2154 BC200 BC100 100
 1　中国社科院考古研「放射性炭素年代測定報告(27)『考古』2001.7
 2　同上(24)『考古』1997.7　　3  同上(32)『考古』2006.7
 4　インターネット　戦国楚簡研究会郭店楚簡紹介
 5　遠藤邦彦『C14年代測定法』ニューサイエンス社、1983

炭素14年
　　出土地 　　遺跡名
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入
手
が
困
難
で
あ
る
。
次
善
策
は
、
現
代
の
樹
木
に
関
す
る
資
料
で
あ

る
が
、
こ
れ
も
核
実
験
の
影
響
が
現
れ
る
一
九
五
四
年
以
降
の
資
料
は

外
乱
が
あ
っ
て
使
え
な
い
。 

そ
の
よ
う
な
制
約
条
件
の
も
と
で
得
た
海
岸
デ
ー
タ
は
、
石
川
県
志

賀
町
の
松
と
青
森
県
小
橋
の
松
の
み(

い
ず
れ
も
一
九
四
九
～
一
九
五

三
年)

で
あ
る
が
、
海
岸
に
準
じ
る
資
料
と
し
て
は
、
鹿
児
島
県
の
屋
久

杉
の
資
料(

炭
素
十
三
に
よ
る
年
代
補
正
な
し)

が
あ
る
。
同
時
期
の
内

陸
の
資
料
、
岐
阜
県
中
津
川
市
の
木
曽
ヒ
ノ
キ
や
石
川
県
辰
口
町
の
松

の
お
よ
び
国
際
較
正
基
準

Intcal04

の
資
料
と
比
較
し
て
表
７
に
示

す
。 こ

れ
ら
の
デ
ー
タ
を
見
る
と
、
海
岸
の
石
川
県
志
賀
町
や
青
森
県
青

森
市
小
橋
で
は
、
内
陸
の
石
川
県
辰
口
町
や
木
曽
中
津
川
に
比
較
し
て
、

平
均
し
て
炭
素
十
四
年
代
が
二
百
七
十
年
も
古
く
で
て
い
る
。
ま
た
、

海
に
囲
ま
れ
た
屋
久
島
の
杉
に
つ
い
て
も
、
海
岸
よ
り
も
更
に
古
く
で

て
い
る
。
内
陸
の
デ
ー
タ
が
、
国
際
較
正
基
準
よ
り
か
な
り
新
し
く
出

て
い
る
の
で
、
分
析
上
の
問
題
が
気
に
な
る
が
、
国
際
較
正
基
準
と
の

比
較
で
も
、
百
年
は
古
い
。 

以
上
の
結
果
か
ら
言
え
ば
、
現
代
樹
木
に
よ
る
炭
素
十
四
年
代
か
ら

見
て
も
、
海
岸
効
果
は
、
単
に
理
論
的
な
予
測
に
と
ど
ま
ら
ず
、
少
な

く
と
も
現
実
に
差
を
示
す
資
料
が
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

以
上
の
比
較
結
果
を
も
っ
て
、
直
ち
に
海
岸
効
果
を
一
般
化
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
が
、
少
な
く
と
も
弥
生
時
代
の
早
期
・
前
期
に
も
、
北

九
州
の
地
域(

長
崎
、
福
岡
、
佐
賀)

で
炭
素
十
四
年
代
が
、
国
際
較
正

 
表 7 現代(核実験影響前 )の海岸樹木と内陸樹木の炭素年代比較  

 石川県  青森市  石川県  岐阜県  IntCal04  屋久島
 志賀町  小橋町  辰口町  中津川  例示
   松    松    松  木曽桧   屋久杉

1949 366 287 0 -79 188

1950 277 286 40 -40 210

1951 293 285 0 39 207 496

1952 345 343 -82 0 208 410

1953 231 242 200 159 193 325

平均 302 289 32 16 201 410

文献 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥
① Y.Yamada et al.,  J. Nucl. and Radiochemical Sci., 6-2(2005)
② H.Kawamura et al. Radiocarbon, 49-2(2007)
③ Y.Yamada et al. J. Radioanal. Nucl. Chem. 227(1998)
④ 中村俊夫ほか、地球化学、21(1987)
⑤ www.radiocarbon.org/IntCal04%20files/IntCal04_rawdata.csv
⑥ 増田公明ほか、名大加速器質量分析計業績報告書、12(2001)

参考

西暦年

海岸地域 内陸地域
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基
準
よ
り
も
古
く
出
て
い
た
可
能
性
を
考
え
て
み
る
必
要
が
絶
対
に
あ

る
の
で
あ
る
。 

更
に
い
え
ば
、
図
３
に
示
し
た
弥
生
中
期
の
矛
盾
も
、
デ
ー
タ
の
大

多
数
を
占
め
る
原
の
辻
遺
跡
が
海
岸
に
あ
る
こ
と
で
、
古
く
出
て
い
た

と
考
え
れ
ば
整
合
性
が
あ
る
。
小
松
市
八
日
市
地
方
遺
跡
の
場
合
も
、

海
岸
か
ら
三
～
四
キ
ロ
に
あ
る
こ
と
が
、
関
係
し
て
い
る
可
能
性
が
高

い
。 こ

れ
だ
け
状
況
証
拠
が
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
頭
か
ら
「
海
岸
効
果
」

を
否
定
す
る
こ
と
な
く
、
真
摯
な
検
討
を
期
待
し
た
い
。
そ
の
点
で
、

今
村
峯
雄
は
「
年
代
測
定
法
は
ど
こ
ま
で
進
ん
だ
か
」(

今
村2008)

の

中
で
「
新
井
宏
氏
は
海
岸
と
内
陸
で
炭
素
十
四
濃
度
が
異
な
る
可
能
性

を
指
摘
し
て
い
る
が
、
論
理
的
に
も
デ
ー
タ
か
ら
も
否
定
さ
れ
る
」
と

し
て
い
る
の
は
、
ぜ
ひ
再
考
を
促
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

検
証
方
法
は
い
く
ら
で
も
あ
る
。
例
え
ば
、
弥
生
早
期
・
前
期
の
遺

跡
で
あ
る
菜
畑
、
梅
白
、
橋
本
一
丁
田
に
生
育
し
て
い
る
現
代
樹
木
の

一
九
五
三
年
以
前
の
年
輪
に
関
し
て
、
炭
素
十
四
年
代
を
測
定
し
て
、

国
際
較
正
基
準
と
比
較
す
る
よ
う
な
計
画
は
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。 

 
(

３) 

海
洋
性
気
団
の
問
題 

「
海
岸
効
果
」
と
関
連
し
て
、
海
洋
性
気
団
の
問
題
に
つ
い
て
も
触

れ
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
木
越
邦
彦
が
四
十
年
以
上
も
前
に
、
大
気
中

の
炭
素
十
四
に
つ
い
て
、
東
京
と
英
国
お
よ
び
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

の
比
較
を
行
っ
た
な
か
で
指
摘
し
た
こ
と
で
あ
る
が
、
東
京
で
は
大
陸

性
気
団
と
海
洋
性
気
団
が
交
代
し
て
い
る
た
め
、
図
14
に
示
す
よ
う
に

炭
素
十
四
の
濃
度
が
変
動
し
て
い
て
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
よ
う
に
連

続
的
な
値
を
示
さ
な
い
と
い
う
の
で
あ
る(

木
越1966)

。 

木
越
に
よ
れ
ば
、
そ
の
原
因
の
直
接
的
な
証
左
と
し
て
、
一
九
六
一

年
九
月
十
五
日
の
台
風
の
例
を
挙
げ
、
そ
の
直
前
に
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
と
同
じ
濃
度(

⊿
炭
素
十
四
が
二
〇
三
パ
ー
ミ
ル)

を
示
し
て
い
た
が

翌
十
六
日
に
は
七
パ
ー
セ
ン
ト
も
低
い
濃
度(

⊿
炭
素
十
四
が
一
三
〇

 
 

 
図 14 東京の大気中の 14C 濃度の変動  

(海洋性と大陸性気団の交代 ) 



 30 

パ
ー
ミ
ル)

に
下
が
っ
た
と
言
う
。
通
常
、
一
パ
ー
セ
ン
ト
の
炭
素
十
四

の
変
化
は
炭
素
年
に
換
算
す
る
と
八
十
年
に
相
当
す
る
の
で
、
一
日
で

五
百
～
六
百
年
も
炭
素
年
が
古
く
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。 

も
っ
と
も
、
こ
の
時
期
は
、
既
に
核
実
験
に
よ
っ
て
大
気
中
の
炭
素

十
四
が
通
常
時
よ
り
も
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
も
増
大
し
て
お
り
、
通
常
時

に
換
算
す
る
と
、
炭
素
年
代
の
変
化
と
し
て
は
百
年
程
度
に
な
る
。
そ

れ
は
、
核
実
験
後(
一
九
六
一
年
頃)

の
大
気
と
海
水
の
炭
素
十
四
濃
度

差(

二
十
五
パ
ー
セ
ン
ト)
と
比
較
し
て
、
通
常
時
の
濃
度
差
は
五
パ
ー

セ
ン
ト
程
度
で
あ
り
、
そ
の
影
響
が
五
分
の
一
程
度
だ
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
大
き
な
差
異
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
ら
な
い
。 

こ
の
よ
う
な
重
要
な
指
摘
が
四
十
年
も
前
に
行
わ
れ
て
い
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
海
洋
性
の
気
候
の
日
本
に
お
い
て
も
、
国
際
較
正
基
準

を
そ
の
ま
ま
適
用
で
き
る
と
し
て
き
た
歴
博
は
、
そ
の
事
実
を
知
ら
な

か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
あ
る
い
は
知
っ
て
い
て
無
視
し
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
か
。 

弥
生
時
代
の
炭
素
年
代
に
は
、
い
わ
ゆ
る
「
二
四
〇
〇
年
問
題
」
が

あ
り
、
前
八
世
紀
か
ら
前
四
世
紀
に
か
け
て
、
炭
素
十
四
年
代
の
五
十

年
の
差
が
、
暦
年
代
の
数
百
年
の
差
に
な
っ
て
し
ま
う
時
期
が
あ
る
。

炭
素
十
四
年
代
の
五
十
年
の
差
は
決
し
て
無
視
で
き
る
ほ
ど
小
さ
な
値

で
は
な
い
の
で
あ
る
。 

し
か
も
、
前
出
のK

eenan

に
よ
れ
ば
、
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象
に
よ

っ
て
、
エ
ク
ア
ド
ル
沿
岸
で
一
九
九
二
～
一
九
九
三
年
に
三
百
五
十
年

も
炭
素
年
代
が
古
く
な
っ
た
例
や
、
同
じ
く
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象
に
よ

っ
て
米
国
の
北
西
部
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
半
島
で
も
、
一
八
六
三
年
に
百
二

十
五
年
も
古
く
出
た
例
が
あ
る
と
い
う
。
東
洋
で
も
二
百
二
十
五
キ
ロ

も
内
陸
の
タ
イ
北
西
部
で
、
モ
ン
ス
ー
ン
現
象
に
よ
り
、
一
九
五
三
年

と

一

九

五

四

年

に

二

百

年

も

古

い

炭

素

年

代

を

示

し

た

と

い

う

(K
eenan 2002)

。 

し
た
が
っ
て
、
北
九
州
の
よ
う
に
対
馬
暖
流
が
北
上
す
る
地
域
で
は
、

気
候
に
よ
っ
て
、
海
水
中
の
炭
酸
ガ
ス
の
交
換
量
が
大
き
く
異
な
り
、

時
期
的
に
、
あ
る
い
は
地
域
的
に
、
炭
素
十
四
濃
度
に
異
常
が
生
ず
る

こ
と
は
、
む
し
ろ
当
然
予
測
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
な
の
で
あ
る
。 

 
(

４) 

緯
度
効
果
の
問
題 

今
村
峯
雄
は
、
「
年
代
測
定
法
は
ど
こ
ま
で
進
ん
だ
か
」
と
言
う
最

新
の
解
説(

今
村

2008)

の
中
で
、
「
南
北
で
差
が
あ
る
か
」
と
言
う
項

目
を
設
け
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る 

…
…
ま
ず
緯
度
効
果
が
予
想
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
宇
宙
線
で
生
成

さ
れ
る
炭
素
十
四
は
五
十
五
度
以
北
は
赤
道
に
比
べ
三
～
五
倍
も
大
き

い
か
ら
で
あ
る
。
北
ほ
ど
炭
素
十
四
生
成
が
大
き
い
の
で
、
そ
の
影
響

が
現
れ
そ
う
で
あ
る
が
デ
ー
タ
か
ら
は
そ
の
効
果
は
観
測
さ
れ
て
い
な

い
…
…
と
。 

し
か
し
、
北
半
球
と
南
半
球
で
、
炭
素
年
代
に
約
五
十
七
年
の
差
が

あ
る
こ
と
は
、
国
際
較
正
基
準
で
既
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
と
こ
ろ(

註

８)
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
に
触
れ
ず
に
、「
効
果
は
観
測
さ
れ
て
い
な
い
」

と
述
べ
る
の
は
、
誤
解
を
も
た
ら
す
。
し
か
も
北
半
球
に
限
定
し
て
も
、
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Stuiver

は
十
六
世
紀
後
半
の
シ
ベ
リ
ア(

北
緯
六
十
七
度)

と
ワ
シ
ン

ト
ン
州(

北
緯
四
十
八
度)

の
炭
素
年
代
を
比
較
し
て
、
シ
ベ
リ
ア
が
二

十
六
年
若
い
こ
と
を
報
告
し
て
い
る(Stuiver1998)

。
同
時
期
の
日
本

の
例(

室
生
杉
と
屋
久
杉)

を
付
け
加
え
て
、
筆
者
が
整
理
し
た
結
果
を

図
15
に
示
す
。
シ
ベ
リ
ア
と
日
本
で
は
五
十
年
ほ
ど
の
差
異
が
認
め
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
差
を
直
ち
に
「
緯
度
効
果
」
と
断
定
し
て

良
い
か
に
つ
い
て
は
疑
問
も
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
「
そ
の
効
果
が
観

測
さ
れ
て
い
な
い
」
と
割
り
切
る
わ
け
に
は
行
か
な
い
。 

し
か
も
、
歴
博
は
、
日
本
木
材
年
輪
炭
素
年
代
の
測
定
結
果
に
お
い

て
、
弥
生
末
期
か
ら
古
墳
前
期
に
か
け
国
際
較
正
基
準
よ
り
も
五
十
～

百
年
古
く
出
て
い
る
現
象
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
年
六
月
七
日
の
朝
日

新
聞
夕
刊
で
「
国
際
較
正
曲
線
は
高
緯
度
に
あ
る
欧
米
の
木
材
年
輪
を

も
と
に
組
み
立
て
ら
れ
た
」
も
の
な
の
で
と
、
そ
の
差
異
の
原
因
を
「
緯

度
効
果
」
に
求
め
て
い
る
。
片
方
で
「
そ
の
効
果
は
観
測
さ
れ
て
い
な

い
」
と
言
っ
た
直
ぐ
後
で
、
緯
度
効
果
を
持
ち
だ
し
て
き
て
説
明
し
て

い
る
の
は
、
内
部
不
統
一
だ
け
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。 

こ
の
よ
う
な
問
題
点
に
つ
い
て
、
基
礎
的
な
デ
ー
タ
を
採
取
す
る
こ

と
こ
そ
が
、
炭
素
年
代
の
信
頼
性
を
高
め
る
方
法
で
あ
り
、
言
葉
の
上

だ
け
で
そ
の
可
能
性
を
否
定
す
る
の
で
は
、
真
の
発
展
は
期
待
で
き
な

い
。
歴
博
は
、
日
本
樹
木
年
輪
較
正
年
代
を
完
成
さ
せ
れ
ば
、
炭
素
年

代
は
信
頼
で
き
る
も
の
と
な
り
、
従
来
の
歴
博
の
主
張
が
受
け
入
れ
ら

れ
る
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
既
に
示
し
た
よ
う
に
、
日
本
国

内
で
あ
っ
て
も
、
ロ
ー
カ
ル
な
地
域
差
が
多
く
、
と
て
も
楽
観
で
き
る

状
況
で
は
な
い
の
で
あ
る
。 

図 15 緯度効果を示す事例 (シベリア、ワシントン、日本の比較 ) 
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(

５) 

土
器
付
着
炭
化
物
の
問
題 

そ
の
上
に
、
未
だ
解
決
し
て
い
な
い
問
題
と
し
て
、
「
土
器
付
着
炭

化
物
は
古
く
で
る
」
と
い
う
現
象
が
あ
る
。 

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
歴
博
が
新
聞
発
表
を
し
た
直
後
、
西
田
茂

が
、
北
海
道
対
雁
２
遺
跡
の
炭
素
十
四
年
を
例
示
し
て
「
土
器
付
着
炭

化
物
を
試
料
と
し
た
年
代
測
定
は
、
同
じ
時
期
の
ク
ル
ミ
や
炭
よ
り
古

く
出
る
の
で
、
試
料
と
し
て
適
し
て
い
な
い
」
と
の
問
題
を
提
起
し
た

(

西
田2003)

。 

そ
れ
に
対
し
て
、
歴
博
の
藤
尾
慎
一
郎
な
ど
は
、
提
示
さ
れ
た
土
器

付
着
炭
化
物
は
二
件
と
も
炭
素
十
三
の
数
値
か
ら
見
て
、
海
洋
性
リ
ザ

ー
バ
ー
効
果(

註
９)

に
よ
る
異
常
値
で
あ
り
、
か
つ
そ
の
内
の
一
件
は

ア
ル
カ
リ
処
理
を
施
し
て
な
い
試
料
な
の
で
、
信
頼
性
が
乏
し
く
、
問

題
点
を
解
消
す
れ
ば
土
器
付
着
炭
化
物
を
試
料
と
す
る
こ
と
に
問
題
は

な
い
と
反
論
し
た(

藤
尾2004)

。 

し
か
し
、
西
田
は
こ
の
説
明
に
納
得
せ
ず
、
「
ふ
た
た
び
年
代
測
定

値
へ
の
疑
問
」
と
し
て
、
対
雁
２
遺
跡
の
新
た
な
分
析
値
な
ど
を
示
し
、

再
度
、
疑
問
を
表
明
し
た(

西
田2004)

。 

さ
て
、
そ
の
後
の
経
過
で
あ
る
。 

歴
博
の
坂
本
稔
は
平
成
十
六
年
度
の
歴
博
年
報
に
お
い
て
、
対
雁
２

遺
跡
の
土
器
付
着
炭
化
物
に
つ
い
て
歴
博
で
も
分
析
を
行
い
、
土
器
外

面
付
着
の
炭
化
物
で
は
海
洋
性
リ
ザ
ー
バ
ー
効
果
を
認
め
な
か
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
予
想
年
代
に
比
べ
古
い
結
果
を
得
た
と
報
告
し
た(

坂

本2004)

。
ま
た
、
同
じ
く

「
日
本
文
化
財
科
学
会
第
二

十
二
回
大
会
に
参
加
し
て
」

に
お
い
て
、
そ
の
原
因
を
「
ど

う
や
ら
、
外
面
の
炭
化
物
は

北
海
道
に
見
ら
れ
る
泥
炭
に

由
来
す
る
よ
う
で
す
」
と
述

べ
て
い
る(

坂
本2005)

。 

す
な
わ
ち
、
藤
尾
な
ど
の

行
っ
た
西
田
へ
の
反
論
は
有

効
で
は
な
か
っ
た
と
言
う
こ

と
で
あ
る
。 

そ
の
内
容
は
、
平
成
十
八

年
に
出
版
さ
れ
た
『
弥
生
時

代
の
新
年
代
』
の
分
析
値(

西

本2006)

に
よ
っ
て
も
確
認

で
き
る
。
西
田
提
示
の
デ
ー

タ
を
含
め
て
、
表
８
に
整
理

し
て
見
る
。 

表
８
よ
り
判
断
す
る
と
、

西
田
と
歴
博
の
土
器
付
着
炭

化
物
の
値
は
一
致
し
て
お
り
、

西
田
が
示
し
た
土
器
付
着
炭

 
表8 江別市対雁2遺跡の炭素14BP年分析結果の分布

2201 2401 2601 2801 3001
～ ～ ～ ～ ～ ～

2200 2400 2600 2800 3000
 西田2004a  炭化木片など 1 16
 (1999年測定分)  土器付着物 2
 西田2004b  炭化木片など 8 7 3
 (2004年測定分)  土器付着物 2
 歴博(西本2006)  土器付着物　合計 6 14 4
　　δ13C別  δ13C　-24‰以上 1 6 3

 δ13C　-24‰未満 3 7 1
　　部位別  胴内・底内・口縁内 3 3 2

 胴外・底外・口縁外 3 11 2

 データ出所  炭素14BP年分布
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化
物
の
デ
ー
タ
だ
け
が
異
常
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
分
る
。
し

か
も
、「δ

炭
素
十
三
」(

註
10)

が
マ
イ
ナ
ス
二
十
四
パ
ー
ミ
ル
よ
り
も

小
さ
い
場
合
、
海
洋
性
リ
ザ
ー
バ
ー
の
影
響
は
な
い
と
見
る
歴
博
の
判

定
基
準
」(
藤
尾2005)

に
照
ら
し
て
、
こ
れ
ら
は
リ
ザ
ー
バ
ー
効
果
に

よ
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
上
ア
ル
カ
リ
処
理
の
問
題
も
な
い
。
そ
う

な
る
と
、
土
器
付
着
炭
化
物
の
場
合
、
歴
博
で
も
六
百
年
も
古
く
年
代

が
で
る
こ
と
を
確
認
し
た
こ
と
に
な
り
、
そ
の
理
由
は
必
ず
や
解
明
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

そ
の
点
で
は
、
外
面
の
付
着
炭
化
物
は
泥
炭
を
燃
料
に
使
用
し
た
た

め
と
の
歴
博
の
想
定
に
は
大
き
な
疑
問
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
土
器
の

外
面
は
泥
炭
効
果
、
内
面
は
リ
ザ
ー
バ
ー
効
果
に
よ
っ
て
古
く
出
て
い

る
と
「
ご
都
合
主
義
的
」
に
説
明
す
る
こ
と
は
、δ

炭
素
十
三
の
デ
ー

タ
か
ら
見
て
と
て
も
納
得
し
得
る
も
の
で
は
な
く
、
何
の
合
理
的
な
根

拠
も
な
い
。
西
田
が
提
示
し
た
問
題
点
は
、
未
だ
何
ら
解
消
さ
れ
て
い

な
い
の
で
あ
る
。 

し
た
が
っ
て
、
な
ぜ
土
器
付
着
物
で
年
代
が
古
く
で
る
の
か
に
つ
い

て
は
、
理
由
が
分
ら
な
い
以
上
、
そ
の
影
響
度
も
分
ら
な
い
し
、
ど
れ

ほ
ど
古
く
出
る
か
の
評
価
の
し
よ
う
も
な
い
の
で
あ
る
。 

更
に
、
も
う
ひ
と
つ
、
付
け
加
え
た
い
現
象
が
あ
る
。
土
器
付
着
炭

化
物
が
同
時
期
の
炭
化
米
よ
り
も
古
い
年
代
を
示
す
例
が
、
対
雁
２
遺

跡
の
例
以
外
に
も
あ
る
。
唐
古
・
鍵
遺
跡
の
大
和
Ⅲ-

３
期
の
炭
化
米
と

土
器
付
着
炭
化
物
の
炭
素
十
四
年
の
関
係
で
あ
る
。
各
々
の
炭
素
十
四

年(

西
本2006,2007)

を
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。 

炭
化
米(

平
均: 

二
〇
六
八
年 

前
八
七
年
相
当) 

 
 

二
〇
五
〇
年
、
二
〇
七
〇
年
、
二
〇
六
五
年
、
二
〇
七
〇
年
、 

二
〇
八
〇
年
、
二
〇
六
五
年
、
二
〇
二
五
年
、
二
一
〇
〇
年
、 

二
〇
九
〇
年
、
二
〇
六
九
年 

土
器
付
着
炭
化
物(

平
均:

二
一
二
五
年 

前
一
七
〇
年
相
当)  

 

二
一
三
九
年
、
二
一
四
三
年
、
二
〇
五
六
年
、
二
一
二
一
年
、 

二
一
五
七
年
、
二
一
三
九
年 

平
均
で
炭
素
十
四
年
が
五
十
七
年
、
暦
年
換
算
で
八
十
五
年
の
差
が

あ
っ
て
、
土
器
付
着
炭
化
物
が
古
く
で
て
い
る
。
両
者
間
に
は
、
統
計

的
な
検
定
を
必
要
と
し
な
い
ほ
ど
の
大
き
な
差
異
が
あ
る
。
し
か
も
、

こ
の
唐
古
・
鍵
遺
跡
の
大
和
Ⅲ-

３
期
と
時
期
が
近
い
唐
古
・
鍵
の
大
和

Ⅲ-

２
期
の
木
材
は
前
二
七
五
年
と
出
て
い
て
、
炭
化
米
と
は
百
九
十
年

も
差
が
あ
り
、
こ
れ
で
は
何
を
信
用
し
て
良
い
か
全
く
判
ら
な
い
状
況

で
あ
る
。 

デ
ン
マ
ー
ク
の
例
で
も
、
土
器
含
有
の
炭
化
物
と
表
面
付
着
ス
ス
と

内
面
の
食
物
残
渣
を
比
較
し
て
、
海
水
リ
ザ
ー
バ
ー
効
果
が
認
め
ら
れ

な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
土
器
よ
り
も
百
年
～
三
百
年
も
古
く
で
て
い

る
例
を
紹
介
し
て
い
る(Fischer 2003)

。 

同
様
な
事
例
が
、
歴
博
自
身
に
よ
っ
て
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
琵
琶

湖
の
入
江
内
湖
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
土
器
で
は
内
面
付
着
物
の
年
代
が

外
面
付
着
物
よ
り
も
系
統
的
に
九
十
年
古
く
で
て
い
る
が
、
原
因
に
つ

い
て
は
未
だ
明
確
に
な
っ
て
い
な
い(

宮
田2008)

。 
こ
の
よ
う
に
、
土
器
付
着
炭
化
物
の
炭
素
十
四
年
代
が
古
く
で
る
現
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象
は
、
し
ば
し
ば
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
理
由
を
追

求
せ
ず
に
放
置
し
て
お
く
こ
と
は
で
き
な
い
。 

土
器
付
着
炭
化
物
の
炭
素
年
代
が
古
く
で
る
要
因
に
つ
い
て
は
、
数

多
く
の
原
因
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
中
で
も
、
歴
博
も
認

め
て
い
る
原
因
、
す
な
わ
ち
「
土
器
胎
土
や
土
壌
か
ら
の
鉱
物(

ミ
ネ
ラ

ル)

に
含
ま
れ
て
い
る
古
い
炭
素
の
影
響
」(

小
林2006b)

を
も
っ
と
重

視
す
る
必
要
が
あ
る
。 

す
な
わ
ち
、
小
林
に
よ
れ
ば
、
土
器
付
着
物
に
は
十
パ
ー
セ
ン
ト
以

下
の
低
い
収
率(

前
処
理
に
よ
っ
て
回
収
し
た
試
料
を
二
酸
化
炭
素
に

燃
焼
し
た
際
の
収
率)

を
示
す
場
合
、
「
半
数
近
く
が
異
常
値
ま
た
は
異

常
値
を
疑
わ
せ
る
や
や
古
い
年
代
を
示
し
た
」
の
で
、「
最
近
で
は
…
…

十
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
の
場
合
は
原
則
と
し
て
測
定
し
な
い
」
こ
と
に
し

て
い
る
と
言
う
の
で
あ
る(

小
林

2006b)
。
事
実
、
土
器
付
着
物
に
つ

い
て
「
測
定
で
き
る
試
料
は
半
分
程
度
」
と
報
告
し
て
い
る
。 

古
く
出
る
原
因
が
ミ
ネ
ラ
ル
の
影
響
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
収
率
が
低

い
場
合
に
は
、
ミ
ネ
ラ
ル
分
の
比
率
が
増
え
て
、
古
い
炭
素
年
代
を
示

し
や
す
い
こ
と
は
容
易
に
理
解
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
収
率
が
十
パ

ー
セ
ン
ト
以
下
で
問
題
が
有
る
と
す
る
な
ら
ば
、
収
率
二
十
パ
ー
セ
ン

ト
で
も
半
分
程
度
の
影
響
が
あ
り
、
収
率
三
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
場
合
に

も
三
分
の
一
程
度
の
影
響
が
あ
る
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
歴
博

の
場
合
、
個
々
に
収
率
が
報
告
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
具
体
的
な
議
論

は
で
き
な
い
が
、｢

最
近
で
は
…
…
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
の
場
合
は
原
則

と
し
て
測
定
し
な
い｣

と
言
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
、
当
初
の
試
料
に

は
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
の
収
率
の
分
も
含
ま
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

ぜ
ひ
収
率
に
関
す
る
デ
ー
タ
の
公
開
を
望
み
た
い
。
な
お
、
名
大
の
報

告(

木
野
瀬2005)

に
は
、
収
率
が
載
っ
て
い
る
。 

  

Ⅲ 

ま
と
め 

 

歴
博
の
炭
素
十
四
年
代
に
よ
る
弥
生
時
代
の
遡
上
論
に
は
、
数
々
の

問
題
が
あ
る
こ
と
を
多
面
的
に
述
べ
た
。
こ
の
よ
う
に
述
べ
る
と
、
筆

者
が
「
弥
生
年
代
遡
上
論
」
を
一
切
認
め
て
い
な
い
よ
う
に
誤
解
さ
れ

る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
筆
者
は
「
炭
素
年
代
法
」
や
そ
れ
に
基

づ
く
「
遡
上
論
」
に
つ
い
て
は
大
き
く
評
価
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

実
は
、
筆
者
は
大
学
で
原
子
核
物
理
を
学
ん
だ
し
、
放
射
線
取
扱
主

任
者
の
資
格
も
有
し
て
い
る
。
放
射
性
炭
素
を
利
用
し
た
年
代
測
定
が

盛
行
し
て
い
る
こ
と
を
喜
ぶ
立
場
な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
炭
素

年
代
が
偏
っ
た
意
図
で
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
危
惧
し
て
い
る
。 

さ
て
、
数
多
く
の
問
題
を
指
摘
し
て
き
た
。
主
要
な
点
を
示
せ
ば
次

の
通
り
で
あ
る
。 

一
、 

理
由
は
判
然
と
し
な
い
が
、
エ
ジ
プ
ト
な
ど
の
近
東
考
古
学

で
も
、
炭
素
年
代
は
考
古
学
編
年
の
年
代
よ
り
も
百
～
三
百
年

古
い
年
代
を
示
し
て
い
る
し
、
中
国
で
も
、
戦
国
墓
や
漢
墓
で

全
く
同
じ
傾
向
が
あ
る
。
炭
素
年
代
が
古
く
出
る
の
は
日
本
だ
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け
の
現
象
で
は
な
い
。 

二
、 

海
岸
地
域
の
炭
素
年
代
は
、
弥
生
早
期
・
前
期
初
頭
の
デ
ー

タ
を
見
て
も
、
北
九
州
の
弥
生
中
期
の
デ
ー
タ
を
見
て
も
、
百

年
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
古
く
出
て
い
る
。
海
岸
で
は
樹
木
の
炭

素
年
代
が
二
百
七
十
年
も
古
く
で
て
い
る
現
代
樹
木
の
実
証
資

料
も
あ
る
。 

三
、 

土
器
付
着
炭
化
物
で
は
、
い
わ
ゆ
る
「
リ
ザ
ー
バ
ー
効
果
」

を
除
い
て
も
、
炭
素
年
代
が
古
く
出
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。

同
時
期
、
同
地
域
の
比
較
で
炭
化
米
よ
り
平
均
五
十
七
年
も
古

く
出
て
い
る
例
が
あ
る
。 

四
、 

歴
博
の
発
表
や
論
文
に
は
、
当
初
の
新
聞
発
表
を
追
認
す
る

た
め
、
恣
意
的
な
議
論
が
目
立
っ
て
い
る
。
歴
博
と
同
じ
よ
う

に
、
炭
素
年
代
を
信
用
す
る
立
場
に
立
っ
た
と
し
て
も
、「
ご
破

算
で
願
い
ま
し
て
は
」
式
に
素
直
に
デ
ー
タ
を
見
直
せ
ば
、
結

論
は
大
き
く
異
な
る
。
ま
し
て
や
、
炭
素
年
代
に
つ
い
て
、「
海

岸
効
果
」
や
「
土
器
炭
化
物
効
果
」
を
考
慮
す
る
と
、
従
来
の

歴
博
の
結
論
を
そ
の
ま
ま
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 

五
、 

最
後
に
ひ
と
こ
と
付
け
加
え
る
。
筆
者
が
歴
博
を
批
判
し
て

い
る
の
は
、
歴
博
の
遡
上
論
そ
の
も
の
で
は
な
い
。
批
判
し
て

い
る
の
は
、
そ
の
恣
意
的
な
議
論
の
過
程
で
あ
る
。
科
学
の
世

界
で
は
、
提
出
し
た
結
論
が
誤
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
時
に
は

勲
章
で
あ
る
。
し
か
し
、
議
論
の
過
程
で
非
論
理
的
で
あ
っ
た

り
、
恣
意
的
で
あ
っ
た
り
、
デ
ー
タ
に
操
作
が
あ
っ
た
場
合
は
、

た
と
え
結
論
が
結
果
的
に
正
し
く
と
も
、
厳
し
い
批
判
に
晒
さ

れ
る
。
考
古
学
も
科
学
で
あ
る
以
上
、
こ
れ
が
大
原
則
で
あ
る
。 

 

そ
れ
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
状
況
を
考
慮
し
て
、
筆
者
と
し
て
は
ど

の
よ
う
な
代
案
を
提
出
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
批
判
の
み
に
終
始
す
る
の

は
建
設
的
で
は
な
い
の
で
、
現
在
、
可
能
な
か
ぎ
り
論
理
的
に
、
か
つ

理
化
学
的
な
側
面
を
考
慮
し
て
、
試
案
を
提
示
す
る
。 

た
だ
し
、
こ
こ
で
自
説
に
根
拠
を
置
い
た
主
張
を
す
る
つ
も
り
は
な

い
。
ご
く
穏
や
か
な
方
法
と
し
て
、
炭
素
年
代
測
定
資
料
の
内
、
と
り

あ
え
ず
海
岸
か
ら
三
キ
ロ
以
内
の
遺
跡
の
デ
ー
タ
を
除
い
て
、
新
た
な

「
歴
博
の
年
代
較
正
図
」(

図
２)

に
基
づ
き
、
弥
生
早
期(

山
の
寺
、
夜

臼
Ⅰ)

、
弥
生
前
期
初
頭(

夜
臼
Ⅱ
、
板
付
Ⅰ)

、
弥
生
前
期
中
葉(

板
付

Ⅱa)

の
位
置
づ
け
を
行
っ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。「
炭
化
物
効
果
」
な
ど
に
つ

い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。 

表
１
に
基
づ
き
、
対
象
と
で
き
る
炭
素
測
定
年
代
を
全
て
挙
げ
る
と

次
の
通
り
で
あ
る
。 

弥
生
早
期(

山
の
寺
、
夜
臼
Ⅰ)   

二
六
七
〇
年
、
二
六
三
〇
年
、
二
六
三
〇
年
、
二
六
二
〇
年
、 

二
六
〇
〇
年
、
二
五
七
〇
年
、
二
四
一
〇
年 

 

最
大
・
最
小
値
を
除
く
と
二
六
三
〇
年
～
二
五
七
〇
年 

 
 

弥
生
前
期
初
頭(

夜
臼
Ⅱ
、
板
付
Ⅰ) 

二
六
二
〇
年
、
二
五
五
〇
年
、
二
五
五
〇
年
、
二
五
三
五
年
、 

二
五
二
〇
年
、
二
五
一
〇
年
、
二
四
九
五
年
、
二
四
五
五
年 
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最
大
・
最
小
値
を
除
く
と
二
五
五
〇
年
～
二
四
九
五
年 

 
 

弥
生
前
期
中
葉(

板
付

Ⅱa) 

表
３
よ
り 

最
大
・
最
小
値
を
除
く
と
二
四
九
〇
年
～
二
三
五
〇
年 

こ
こ
で
求
め
た
各
時
期
の
炭
素
年
代
範
囲
を
歴
博
の
日
本
産
樹
木

年
輪
の
炭
素
年
代
較
正
図(

図
２)

と
対
比
し
て
、
各
時
期
の
始
ま
り
を
、

歴
博
の
年
代
観
推
移
と
共
に
新
井
試
案
と
し
て
表
９
に
示
す
。 

こ
こ
に
示
し
た
試
案
は
、
筆
者
の
年
代
遡
上
の
上
限
案
で
あ
る
。
弥

生
早
期
・
前
期
の
遺
跡
は
、
海
岸
遺
跡
を
除
い
て
も
、
海
岸
か
ら
五
～

七
キ
ロ
が
多
く
、
完
全
な
内
陸
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
も
「
土

器
炭
化
物
効
果
」
や
未
知
の
効
果
も
予
想
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

実
際
年
代
は
更
に
新
し
く
な
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
。 

 

こ
こ
で
、
歴
博
の
弥
生
年
代
遡
上
論
に
対
す
る
考
古
学
界
の
反
応
を

見
て
お
こ
う
。 

数
年
前
に
な
る
が
、
大
貫
静
夫
は
「
最
近
の
弥
生
時
代
年
代
論
に
つ

い
て
」
と
題
し
て
、
考
古
学
界
の
意
見
を
レ
ビ
ュ
ー
し
、
弥
生
時
代
の

開
始
時
期
に
つ
い
て
「
考
古
学
者
が
頼
れ
る
の
は
遼
西
の
銅
剣
の
年
代

し
か
な
い
か
ら
、
誰
が
考
え
て
も
ほ
ぼ
似
た
よ
う
な
上
限
年
代
に
な
り
、

宮
本
は
遡
っ
て
も
前
九
世
紀
、
武
末
は
前
八
世
紀
…
…
庄
田
は
さ
ら
に

下
限
も
し
ぼ
っ
て
前
八
世
紀
中
葉
か
ら
七
世
紀
中
葉
」
と
述
べ
た
。
そ

の
上
で
、「
考
古
学
者
が
考
え
て
き
た
従
前
の
一
般
的
な
年
代
観
は
や
は

り
新
ら
し
す
ぎ
た
と
言
え
よ
う
。
他
方
で
Ａ
Ｍ
Ｓ
年
代
に
基
づ
き
歴
博

側
が
主
張
す
る
よ
う
な
弥
生
時
代
開
始
時
期
が
前
十
世
紀
ま
で
遡
る
と

表９　歴博の暦年位置付けの変遷(全て開始時期を紀元前表示)

 考古学 新聞 17年 第1巻 第2巻 藤尾 従来の 新井
 　時期 発表 報告会 論文 年代観 試案

2003年 2005年 2006年 2007年 2008年 (武末) (上限)

 早期  突帯文土器 1330 1330 1270 1270
 前期  欣岩里式 1170 1170 1170 1200 1200

韓  中期  先松菊里式 900 930 950 1000 1000 550
 松菊里式 800 800 800

国  後期  水石里式 520 520 520 740 740 330
 勒島式 180 220 340 340 180

 原三国 80 40 60 220 220 80
 早期  夜臼ⅠⅡa 1000 1000 950 980 980 550 810
 前期  夜臼Ⅱb板付Ⅰ 850 800 800 800 800 390 710

日  板付ⅡaⅡbⅡc 700 320 540
 中期  城の越 370 370 370 370 370 180 250

本  須玖Ⅰ 325 130
 須玖Ⅱ 230 80

 後期  高三潴 30 45 45 45 0
従来年代観は武末純一「弥生時代の年代」『考古学と暦年代』ミネルヴァ書房(2003)より

　土器形式
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は
考
え
ら
れ
ず
、
前
期
末
中
期
初
頭
が
前
三
〇
〇
年
を
大
き
く
越
え
て

前
四
〇
〇
年
に
近
づ
く
こ
と
は
考
え
が
た
い
と
い
う
の
が
、
最
近
の
各

研
究
者
の
再
評
価
を
踏
ま
え
た
上
で
の
結
論
で
あ
る
」
と
総
括
し
て
い

る(

大
貫2005)

。 

そ
の
後
、
平
成
十
八
年
末
に
行
わ
れ
た
日
中
韓
の
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム

「
古
代
ア
ジ
ア
の
青
銅
器
文
化
と
社
会
」
の
雰
囲
気
も
、
毎
日
新
聞(

十

二
月
十
五
、
伊
藤
和
史)
に
よ
れ
ば
、
「
弥
生
前
期
の
上
限
は
前
八
世
紀

と
い
っ
た
と
こ
ろ
か
…
…
そ
の
前
に
相
当
す
る
弥
生
早
期
は
ど
う
考
え

て
も
前
十
世
紀
ま
で
は
さ
か
の
ぼ
れ
な
い
」
と
ま
と
め
て
い
る
。 

結
局
の
と
こ
ろ
、
考
古
学
側
か
ら
弥
生
開
始
年
代
を
論
じ
る
に
は
、

大
貫
も
言
う
よ
う
に
、
最
古
の
遼
寧
式
銅
剣(

小
黒
石
遺
跡)

の
時
期
が

最
大
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
最
新
の
歴
博
シ
リ
ー
ズ
『
新

弥
生
時
代
の
は
じ
ま
り(

第
３
巻)

』
で
も
『
東
ア
ジ
ア
青
銅
器
の
系
譜
』

(

春
成2008)

と
主
題
を
つ
け
た
特
集
を
組
ん
で
い
る
。 

そ
の
特
集
の
紹
介
に
よ
れ
ば
、
遼
寧
式
最
古
の
銅
剣
の
時
期
に
つ
い

て
、
宮
本
一
夫
は
「
前
八
〇
〇
年
頃
に
は
存
在
し
て
い
た
」(
宮
本2008)

と
し
て
、
数
年
前
の
「
少
な
く
と
も
前
九
世
紀
に
は
存
在
し
て
い
た
」(

宮

本2004)

と
の
説
明
よ
り
も
遡
上
論
と
し
て
は
後
退
し
た
表
現
に
変
え

て
い
る
。
ま
た
、
甲
元
眞
之
は
、
小
黒
石
遺
跡
の
青
銅
器
銘
文
の
分
析

か
ら
、
前
八
世
紀
前
半(

前
七
七
〇
年
頃)

を
上
限
と
す
る
説
を
出
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
を
、
弥
生
時
代
の
は
じ
ま
り
に
置
き
換
え
れ
ば
、
お
お

む
ね
前
七
〇
〇
年
頃
と
な
る
。
庄
田
の
意
見(

庄
田2004

、2006)

も
中

央
を
採
れ
ば
前
七
〇
〇
年
頃
で
あ
る
。 

一
方
、
歴
博
の
遡
上
論
発
表
当
初
、
南
部
朝
鮮
の
松
菊
里
遺
跡
の
遼

寧
式
銅
剣
を
春
秋
前
期
（
前
七
七
〇
年
以
降
）
に
繰
り
上
げ
て
、
歴
博

年
代
に
か
な
り
近
づ
い
て
い
た
岡
内
三
真
（
岡
内2004

）
も
、
そ
の
後
、

遼
寧
式
銅
剣
の
時
代
は
そ
の
ま
ま
継
承
し
て
い
る
が
、
松
菊
里
遺
跡
か

ら
同
時
に
出
土
し
た
磨
製
石
剣
に
つ
い
て
図
表
の
中
で
前
六
〇
〇
年
頃

に
位
置
付
け
て
い
る(

岡
内2006)

。
松
菊
里
の
磨
製
石
剣
・
磨
製
石
鏃

と
ほ
ぼ
同
じ
も
の
が
福
岡
県
の
弥
生
早
期
あ
る
い
は
前
期
初
頭
の
雑
餉

隈
遺
跡
か
ら
夜
臼
式
系
壷
形
土
器
と
共
に
出
土
し
て
い
る
の
で(

堀
苑

2006)

、
こ
の
点
か
ら
見
て
も
、
弥
生
時
代
の
は
じ
ま
り
は
前
七
〇
〇

年
こ
ろ
と
な
る
。
考
古
学
界
側
の
遡
上
論
は
お
お
よ
そ
前
七
〇
〇
年
こ

ろ
に
収
斂
し
つ
つ
あ
る
よ
う
で
あ
る
。 

そ
の
他
に
も
、
弥
生
時
代
の
開
始
時
期
に
つ
い
て
、
青
銅
器
と
は
別

の
観
点
か
ら
、
最
近
、
注
目
す
べ
き
論
文
が
発
表
さ
れ
た
。
前
出
の
甲

元
眞
之
の
「
気
候
変
動
と
考
古
学
」(

甲
元2008)

で
あ
る
。
そ
れ
に
よ

れ
ば
、
北
九
州
で
は
縄
文
晩
期
の
黒
川
式
土
器
と
弥
生
早
期
の
夜
臼
式

土
器
の
出
土
層
間
に
寒
冷
期
の
砂
層
が
急
速
に
形
成
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
境
界
は
前
八
世
紀
末
に
な
る
と
の
見
解
で
あ
る
。 

歴
博
は
、
黒
川
式
や
黒
川
式
新
の
一
部
分
ま
で
、
弥
生
早
期
に
繰
り

入
れ
て
炭
素
年
代
の
議
論
を
進
め
て
い
る
が
、
甲
元
の
見
解
は
、
考
古

学
の
面
か
ら
、
黒
川
式
を
弥
生
早
期
に
繰
り
入
れ
る
の
に
は
問
題
が
あ

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。 

 
も
ち
ろ
ん
、
考
古
学
側
か
ら
、
歴
博
の
春
成
秀
爾
の
よ
う
に
、
歴
博
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の
年
代
論
を
支
え
て
い
る
場
合(

春
成

2006b)

も
あ
る
し
、
初
期
の
反

論
を
除
い
て
も
未
だ
遡
上
論
に
全
く
組
し
な
い
グ
ル
ー
プ
（
岩
永2005

、

田
中2006

、
高
倉2006

）
も
多
く
残
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
弥
生
年

代
遡
上
論
が
考
古
学
界
を
刺
激
し
、
歴
博
の
主
張(

前
十
世
紀)

ほ
ど
で

は
な
い
と
し
て
も
、
前
八
世
紀
末
ま
で
は
遡
上
す
る
と
の
巾
広
い
意
見

が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
見
る
の
が
現
状
で
あ
ろ
う
。 

 

以
上
は
、
考
古
学
側
か
ら
の
遡
上
論
で
あ
る
が
、
当
然
の
こ
と
な
が

ら
、
炭
素
十
四
年
代
の
理
化
学
的
な
側
面
か
ら
の
レ
ビ
ュ
ー
も
な
け
れ

ば
片
手
落
ち
で
あ
る
。
し
か
し
、
考
古
学
界
で
は
理
化
学
的
な
側
面
に

つ
い
て
、
あ
ま
り
踏
み
込
ん
だ
検
討
が
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
が
現
実

で
あ
る
。 

さ
て
、
今
回
の
筆
者
の
批
判
的
レ
ビ
ュ
ー
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
最

初
の
論
文(

新
井

2006)

で
、
「
九
州
の
弥
生
早
期
遺
跡
の
炭
素
十
四
年

が
、
国
際
較
正
基
準
か
ら
大
き
く
シ
フ
ト
し
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
合

理
的
な
疑
い
が
あ
る
の
で
、
そ
の
結
論
が
で
る
ま
で
は
、
弥
生
年
代
遡

上
を
前
七
五
〇
年
頃
ま
で
に
と
ど
め
て
お
く
の
が
、
学
問
的
な
立
場
で

あ
る
」
と
述
べ
た
こ
と
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
。
し
か
も
、
今
回
の
炭

素
年
代
の
理
化
学
的
な
検
討
か
ら
得
ら
れ
た
年
代
遡
上
の
上
限
値
も
、

近
年
の
考
古
学
側
の
遡
上
意
見
と
大
き
く
異
な
る
も
の
で
は
な
く
、
前

期
末
中
期
初
頭
の
年
代
観
を
含
め
て
、
大
略
で
一
致
し
て
い
る
。 

炭
素
十
四
年
代
法
の
健
全
な
発
展
の
た
め
に
、
歴
博
側
も
、
当
初
の

新
聞
発
表
に
固
執
す
る
こ
と
な
く
、
炭
素
年
代
に
関
す
る
科
学
的
な
理

解
を
深
め
、
論
理
的
な
思
考
を
重
視
し
て
進
ん
で
も
ら
い
た
い
。 

そ
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
こ
そ
が
、
考
古
学
界
に
お
け
る
無
用
な
混

乱
を
避
け
て
、
弥
生
開
始
時
期
の
遡
上
問
題
に
お
け
る
歴
博
の
貢
献
を

よ
り
大
き
な
も
の
と
す
る
と
信
じ
て
い
る
。 

   

附
論 

 

海
岸
効
果
の
理
論
的
な
背
景 

 

大
気
中
の
炭
素
十
四
比
に
比
べ
て
、
表
層
海
水
中
の
炭
素
十
四
比
は

五
％
ほ
ど
低
い
。
そ
れ
は
、
大
気
中
で
は
宇
宙
線
に
よ
り
生
成
さ
れ
た

比
較
的
新
し
い
炭
素
十
四
を
多
く
含
む
の
に
、
い
っ
た
ん
海
水
に
取
り

込
ま
れ
た
炭
素
十
四
は
、
海
水
中
に
長
期
間
貯
蔵
さ
れ
て
い
る
間
に
、

放
射
性
壊
変
に
よ
っ
て
そ
の
比
率
を
下
げ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
炭

素
十
四
年
代
の(

計
算
上
の)

半
減
期
は
五
五
六
八
年
な
の
で
、
五
％
の

差
を
年
代
に
換
算
す
る
と
四
一
二
年
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
表
層
海
水

の
炭
素
十
四
年
代
は
約
四
百
年
ほ
ど
古
い
。 

な
お
理
論
的
に
い
え
ば
、
炭
素
十
四
の
場
合
、
炭
素
十
二
に
比
較
し

て
大
気
と
海
水
の
間
の
平
衡
関
係
に
若
干
ズ
レ
が
あ
り
、
こ
れ
を
五
％

に
加
算
し
て
議
論
す
べ
き
で
あ
る
が
、
煩
雑
な
の
で
避
け
る
。 

 (
１) 
大
気
と
海
水
の
炭
酸
ガ
ス
交
換 

近
年
、
地
球
温
暖
化
の
問
題
に
関
連
し
て
、
大
気
と
海
水
の
間
の
炭
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酸
ガ
ス
交
換
に
つ
い
て
の
研
究
が
進
ん
で
い
る
。
そ
の
結
果
に
よ
れ
ば
、

年
単
位
で
見
て
、
大
気
中
の
炭
酸
ガ
ス
の
十
二
％(

炭
素
基
準
で
六
十
億

ト
ン)
が
海
水
に
入
り
、
逆
に
ほ
ぼ
等
量
の
海
水
中
の
炭
酸
ガ
ス
が
大
気

に
戻
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
厳
密
に
言
う
と
、
化
石
燃
料
の
使
用
に
よ

っ
て
大
気
中
に
毎
年
〇
・
八
％(

炭
素
基
準
で
六
億
ト
ン)

炭
酸
ガ
ス
が

増
加
し
、
そ
の
三
分
の
一
の
〇
・
三
％(

同
二
億
ト
ン)

が
海
に
貯
蔵
さ

れ
て
い
る
の
で
、
大
気
か
ら
海
水
へ
の
移
動
よ
り
も
海
水
か
ら
大
気
へ

の
移
動
が
〇
・
三
％
少
な
い
。 

年
間
十
二
％
の
炭
酸
ガ
ス
交
換
は
、
大
気
と
表
層
海
水
の
炭
素
十
四

年
代
差
を
四
一
二
年
と
す
る
と
、
炭
素
年
代
で
四
一
二
年
の
十
二
％
、

四
十
九
年
の
差
と
計
算
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
海
水
表
面
に
お
け
る
ガ

ス
交
換
に
よ
っ
て
大
気
の
炭
素
年
代
は
毎
年
四
十
九
年
古
く
な
っ
て
い

る
わ
け
で
あ
る
。
た
だ
し
、
大
気
中
で
は
宇
宙
線
に
よ
り
ほ
ぼ
等
量
の

炭
素
十
四
が
生
成
さ
れ
る
の
で
、
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
て
い
る
。 

こ
の
計
算
結
果
は
、
海
水
表
面
で
毎
年
四
十
九
年
分
の
炭
素
十
四
を

吸
収
し
て
い
る
こ
と
と
等
価
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
陸
地
を
含
む

平
均
値
で
あ
り
、
海
洋
面
積
七
十
一
％
で
計
算
す
る
と
六
十
九
年
と
な

る
。 し

か
も
、
海
水
面
に
お
け
る
ガ
ス
交
換
は
、
ど
こ
で
も
同
じ
速
度
で

起
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
一
般
的
に
は
、
海
面
の
風
速
に
よ
っ
て
非
常

に
異
な
る
。
角
皆
静
男
に
よ
れ
ば
、「
気
体
の
交
換
は
、
穏
や
か
な
海
で

は
ほ
と
ん
ど
起
こ
ら
ず
（
無
視
で
き
）
、
荒
天
下
に
泡
（
水
深
二
十
ｍ
以

上
に
も
達
す
る
）
の
効
果
で
一
挙
に
起
こ
る
」
と
言
う(

角
皆1997)

。 

泡
の
内
の
気
体
は
短
時
間
で
ガ
ス
平
衡
に
達
す
る
の
で
、
気
泡
に
よ

る
ガ
ス
交
換
が
激
し
く
起
る
の
は
十
分
に
在
り
得
る
と
考
え
る
。 

気
泡
が
海
水
に
取
り
込
ま
れ
る
の
は
、
強
風
に
よ
る
砕
波
と
海
岸
の

白
波
に
よ
る
場
合
が
代
表
的
で
あ
る
。
強
風
に
よ
る
白
波
は
、
風
速
が

毎
秒
十
二
～
十
三
ｍ
を
越
え
る
と
急
激
に
増
加
す
る
が
、
毎
秒
八
ｍ
以

下
で
は
無
視
で
き
る(

森2004)

。
い
わ
ば
荒
天
時
の
み
の
現
象
で
あ
る
。

代
表
的
な
例
は
冬
季
の
北
西
太
平
洋
で
あ
る
。
台
風
や
ハ
リ
ケ
ー
ン
も

そ
の
例
に
な
る
で
あ
ろ
う
。 

一
方
、
海
岸
の
砕
波(

白
波)

は
、
波
の
う
ね
り
が
浅
水
変
形
に
よ
っ

て
形
成
す
る
恒
常
的
な
現
象
で
あ
り
、
強
風
時
に
は
更
に
加
速
さ
れ
る
。

そ
の
ガ
ス
交
換
に
つ
い
て
、
角
野
ら(

角
野2003)

は
気
体
流
量
輸
送
係

数
を
用
い
て
評
価
す
る
こ
と
を
試
み
て
い
る
が
、
縮
尺
の
影
響
が
考
慮

さ
れ
て
い
な
い
の
で
実
際
に
適
用
す
る
に
は
未
だ
無
理
が
あ
る
。 

そ
の
た
め
、A

sher

ら(A
sher1998)

の
与
え
た
海
洋
ガ
ス
交
換
速

度
の
公
式
の
内
、
次
式
に
示
さ
れ
る
白
波
部
分
に
注
目
し
た
。 

k
W

＝(3200
×

S
C

-1/2 – 1.03/B
 +170B

-0.37S
C

-0.18)×
10

-4 

こ
こ
に
、
Sc
は
シ
ュ
ミ
ッ
ト
数(600)

、
B
は
オ
ス
ト
ワ
ル
ド
溶
解
度

(0.02)

で
あ
り
、k

W (

ガ
ス
交
換
速
度)

は307
×

10
-4m

/sec

と
な
る
。

海
洋
上
の
年
平
均
ガ
ス
交
換
は
十
七
％
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
か
ら
求
め

た
平
均
的
な
ガ
ス
交
換
速
度
は0.42

×
10

-4m
/sec

で
、
白
波
被
覆
部

の
ガ
ス
交
換
は
平
均
の
七
百
三
十
倍
に
も
な
り
、
い
か
に
盛
ん
で
あ
る

か
分
る
で
あ
ろ
う
。
白
波
被
覆
部
が
た
と
え
一
％
で
あ
っ
て
も
、
ガ
ス

交
換
速
度
が
七
・
三
倍
に
も
達
す
る
の
で
あ
る
。 
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北
九
州
の
玄
界
灘
は
荒
波
で
知
ら
れ
、
海
岸
で
は
白
波
が
日
常
的
に

形
成
さ
れ
て
い
る
。
夏
季
に
は
台
風
も
し
ば
し
ば
通
過
す
る
。
し
た
が

っ
て
、
玄
界
灘
海
岸
に
お
け
る
局
所
的
な
炭
酸
ガ
ス
交
換
が
全
海
洋
の

平
均
の
数
倍
か
ら
十
倍
に
達
す
る
こ
と
は
十
分
に
予
想
し
得
る
。 

そ
も
そ
も
、
全
世
界
の
沿
岸
面
積
は
（
巾
十
キ
ロ
と
し
て
も
）
〇
・

一
％
程
度
に
過
ぎ
な
い
の
に
、
ガ
ス
交
換
の
場
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い

る
の
は
、
そ
の
効
率
の
高
さ
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。 

以
上
の
議
論
に
よ
っ
て
、
北
九
州
の
海
岸
地
域
で
は
、
炭
酸
ガ
ス
の

交
換
が
、
全
海
洋
の
平
均
の
七
・
三
倍(3.1

×
10

-4m
/sec)

で
あ
る
と
仮

定
し
よ
う
。
す
な
わ
ち
炭
素
年
代
に
換
算
す
れ
ば
、
局
地
的
に
見
て
、

年
に
炭
素
年
代
を
五
百
年(

六
十
九
年
の
七
・
三
倍)

古
く
す
る
よ
う
に

ガ
ス
交
換
が
行
わ
れ
て
い
る
と
仮
定
す
る
。 

こ
の
よ
う
な
現
象
は
、
地
球
単
位(

実
際
に
は
北
半
球)

、
あ
る
い
は

年
単
位
で
み
れ
ば
大
気
混
合
に
よ
っ
て
均
一
化
さ
れ
る
の
で
問
題
と
な

ら
な
い
。
し
か
し
、
短
期
的
、
局
所
的
に
見
れ
ば
不
均
一
を
生
じ
る
。

そ
の
程
度
は
、
不
均
一
化
し
た
局
所
的
な
炭
酸
ガ
ス
が
、
他
地
域
の
ガ

ス
と
混
合
し
て
均
一
化
す
る
時
間
に
よ
っ
て
決
ま
る
。
不
均
一
化
し
た

地
域
が
広
大
で
あ
れ
ば
、
そ
の
不
均
一
性
は
長
く
残
る
し
、
不
均
一
化

し
た
地
域
が
沿
岸
地
域
の
よ
う
に
限
定
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
近
傍

の
狭
い
地
域
内
で
は
不
均
一
性
が
残
り
続
け
る
の
で
あ
る
。 

 

（
２
） 

炭
酸
ガ
ス
分
布
の
均
一
化
に
要
す
る
時
間 

地
表
面
と
大
気
上
層
の
炭
酸
ガ
ス
の
均
一
化
過
程
に
つ
い
て
知
る
の

に
良
い
資
料
が
あ
る
。
そ
れ
は
季
節
ご
と
の
日
本
上
空
に
お
け
る
高
度

別
の
炭
酸
ガ
ス
濃
度
分
布
の
変
化
で
あ
る
。
図

16
に
示
す(

森
本1997)

。 

図

16
の
よ
う
に
炭
酸
ガ
ス
濃
度
が
季
節
に
よ
っ
て
変
動
す
る
の
は
、

地
表
面
で
は
樹
木
等
の
光
合
成
に
よ
っ
て
、
炭
酸
ガ
ス
濃
度
が
夏
季
に

 

図 16 日本上空の季節別・高度別の炭酸ガス分布  
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下
が
り
、
冬
季
に
戻
っ
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。 

図

16
に
よ
れ
ば
、
大
気
上
層(

四
～
六
〇
〇
〇
ｍ)

に
お
け
る
炭
酸
ガ

ス
濃
度
変
化
は
、
地
表
面(

〇
～
二
〇
〇
〇
ｍ)

に
対
し
て
一
定
の
遅
れ

を
も
っ
て
現
れ
て
い
る
。
そ
の
遅
れ
は
、
そ
の
ピ
ー
ク
時
期
の
差
で
は

一
～
二
ヶ
月
で
あ
り
、
ピ
ー
ク
濃
度
か
ら
見
る
と
二
～
三
ケ
月
で
あ
る
。 

す
な
わ
ち
、
地
表
面
の
変
化
が
四
〇
〇
〇
ｍ
上
空
ま
で
届
く
の
に
、

ほ
ぼ
二
ヶ
月
を
要
し
て
お
り
、
一
日
当
り
の
上
昇
高
さ
に
換
算
す
れ
ば

六
十
七
ｍ
と
な
る
。
こ
れ
は
、
海
水
面
で
炭
酸
ガ
ス
交
換
し
た
空
気
層

が
、
平
均
的
に
見
て
、
高
さ
六
十
七
ｍ
以
内
に
一
日
間
留
ま
る
こ
と
を

意
味
し
て
い
る
。
地
上
六
十
七
ｍ
ま
で
に
存
在
す
る
大
気
の
量
は
全
体

の
〇
・
八
四
％
で
あ
る
か
ら
、
沿
岸
に
お
け
る
地
表
六
十
七
ｍ
ま
で
の

炭
素
十
四
年
は
、
五
百
年
を
三
百
六
十
五
で
割
っ
て
、
更
に
〇
・
〇
〇

八
四
で
割
っ
た
値
、
す
な
わ
ち
百
六
十
年
古
く
な
る
。 

も
う
少
し
定
量
的
な
表
現
を
し
て
見
よ
う
。
図

16
に
つ
い
て
、
大
気

上
下
の
見
か
け
の
拡
散
係
数
で
評
価
す
れ
ば
毎
秒
二
㎡
程
度
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
一
九
六
〇
年
頃
に
行
わ
れ
た
大
気
圏
の
核
爆
発
実
験
に
よ
り

生
じ
た
炭
素
十
四
が
、
地
表
面
で
ピ
ー
ク
濃
度
と
な
っ
た
の
が
一
～
二

年
後
で
あ
っ
た
事
実
と
も
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
こ
れ
を
利
用
す
る
と
、

海
水
か
ら
出
た
ガ
ス
が
、
海
上
付
近
に
留
ま
る
比
率
と
上
空(

二
五
〇
〇

ｍ)

に
留
ま
る
比
率
の
差
は
三
十
九
％
で
あ
る
（3.1

×
10

-4m
/sec

×

2500m
/2(m

2/sec)=0.39

）
。
す
な
わ
ち
四
一
二
年
古
い
炭
素
十
四
の

炭
酸
ガ
ス
を
三
十
九
％
を
含
み
、
百
六
十
年
古
く
な
る
。 

 

（
３
）
北
九
州
海
岸
の
炭
素
十
四
年
代 

以
上
の
議
論
に
よ
っ
て
、
沿
岸
地
域
の
白
波
被
覆
率
が
一
％
で
あ
っ

た
と
し
て
も
炭
素
年
代
が
百
六
十
年
ほ
ど
古
く
で
る
こ
と
を
示
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
石
川
県
志
賀
町
や
青
森
県
青
森
市
小
橋
の
海
岸
地
域
に

お
い
て
、
内
陸
に
較
べ
て
二
百
七
十
年
、
国
際
較
正
基
準
に
較
べ
て
も

百
年
年
も
炭
素
年
代
が
古
く
で
て
い
る
現
象
が
あ
っ
て
も
、
異
常
と
は

言
え
ず
、
理
論
的
に
も
無
視
し
得
な
い
話
な
の
で
あ
る
。 

も
ち
ろ
ん
、
筆
者
の
い
う
「
海
岸
効
果
」
に
は
、
い
わ
ゆ
る
「
海
洋

性
リ
ザ
ー
バ
ー
効
果
」
も
重
畳
し
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
。
い
ま
だ
仮

説
段
階
で
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
お
り
、
定
量
的
な
検
討
と
し
て
は
不

十
分
で
あ
る
が
、
定
性
的
に
は
「
海
岸
効
果
」
が
在
り
得
る
こ
と
を
論

証
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。
今
後
の
更
な
る
実
証
研
究
を
期
待
し
た
い
。 

そ
の
た
め
に
は
、
誰
で
も
考
え
る
実
証
的
な
方
法
、
す
な
わ
ち
海
岸

地
域
と
内
陸
の
炭
素
十
四
比
を
直
接
測
定
し
て
比
較
す
る
方
法
が
望
ま

し
い
が
、
実
は
現
在
で
は
使
用
で
き
な
い
。
そ
れ
は
核
爆
発
実
験
後
、

海
水
中
の
炭
素
十
四
比
が
大
巾
に
上
昇
し
た
の
に
対
し
て
、
大
気
中
の

炭
素
十
四
比
は
化
石
燃
料
の
問
題
で
減
少
が
続
い
て
お
り
、
現
在
で
は
、

大
気
と
海
水
の
間
の
炭
素
十
四
比
が
ほ
ぼ
同
じ
値
に
収
斂
し
て
し
ま
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
結
局
は
、
海
岸
樹
木
年
輪
に
よ
る
測
定
の
積
み
重
ね

に
よ
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
ろ
う
。 

な
お
、
筆
者
は
「
海
岸
効
果
」
に
つ
い
て
初
期
の
段
階
か
ら
取
り
上

げ
て
、
そ
の
都
度
、
多
少
異
な
っ
た
形
で
、
そ
の
理
論
的
な
背
景
を
説

明
し
て
き
た
。
そ
の
中
に
は
誤
っ
た
説
明
や
混
乱
も
あ
っ
た
の
で
、
今
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回
の
記
述
で
統
一
し
て
お
き
た
い
。 

 
 (

註
１) 
新
聞
発
表
に
先
立
っ
て
、
平
成
十
五
年
三
月
の
歴
博
国
際
研
究

集
会
で
発
表
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
「
研
究
集
会
」
で
あ
り
、

学
会
で
は
な
い
。 

(

註
２) 

炭
素
十
四
年
代
と
は
、
炭
素
十
四
比
の
分
析
値
を
も
と
に
し
て
、

半
減
期
計
算
に
よ
り
仮
に
求
め
た
年
代
で
、
分
析
値
と
等
価
。
通
常
、

一
九
五
〇
年
を
基
準
に
し
て
何
年
遡
る
か(

BP
年)

で
表
示
す
る
。
こ
の

数
値
を
も
と
に
し
て
、
樹
木
年
輪
較
正
基
準
に
よ
り
較
正
し
た
年
代
に

つ
い
て
も
、
炭
素
年
代
と
言
う
場
合
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
炭
素
較
正
年

代(cal.year)

と
表
示
す
る
。
暦
年
表
示
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
BP
年
表

示
も
あ
る
。
学
術
論
文
で
は
、
炭
素
十
四
年
代
を
表
示
し
た
上
で
、
必

要
に
応
じ
て
、
較
正
年
を
示
す
の
が
原
則
で
あ
る
。
そ
れ
は
較
正
基
準

が
年
次
に
よ
っ
て
変
わ
る
か
ら
で
あ
る
。
歴
博
論
文
に
は
、
較
正
年
の

み
を
表
示
し
て
、
炭
素
十
四
年
代(

BP)

の
表
示
を
省
略
し
て
い
る
場
合

が
多
い
。
本
稿
で
は
、
表
記
の
簡
略
化
を
図
る
た
め
、
炭
素
十
四
年
代

ま
た
は
炭
素
年
代
と
表
記
し
た
も
の
は
、
す
べ
て

BP
基
準
表
記
で
あ
る
。 

(

註
３) 

樹
木
年
輪
の
炭
素
年
代
測
定
結
果
の
国
際
的
な
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
を
も
と
に
し
て
、
炭
素
年
代
を
暦
年
に
較
正
す
る
国
際
基
準
で
、
現

在
は
二
〇
〇
四
年
版
が
使
わ
れ
て
い
る
。IntC

al04

と
表
示
す
る
。
最

近
に
な
っ
て
、
地
域
に
よ
っ
て
較
正
基
準
が
異
な
る
こ
と
が
分
り
、
南

半
球
で
は
別
の
基
準
を
使
う
。 

(

註
４) 

国
際
較
正
基
準
に
よ
る
と
、
前
八
世
紀
か
ら
五
世
紀
ま
で
の
約

四
百
年
間
、
暦
年
が
変
化
し
て
も
炭
素
十
四
年
代
が
ほ
ぼ
一
定
値(

二
四

〇
〇
年
代)

を
示
す
期
間
が
あ
る
。
こ
の
期
間
は
、
炭
素
十
四
年
代
を
測

定
し
て
も
暦
年
へ
の
換
算
が
困
難
な
の
で
「
二
四
〇
〇
年
問
題
」
と
称

し
て
い
る
。
弥
生
時
代
は
ま
さ
に
そ
の
「
二
四
〇
〇
年
問
題
」
の
最
中

に
あ
る
。 

(

註
５) 

突
帯
文
土
器
は
縄
文
時
代
と
弥
生
時
代
を
つ
な
ぐ
接
点
の
土

器
で
、
九
州
で
は
弥
生
土
器
と
共
伴
す
る
夜
臼
式
と
、
共
伴
し
な
い
山

ノ
寺
式
が
あ
る
。 

(

註
６) 

夜
臼
土
器
の
み
を
使
用
す
る
水
田
稲
作
の
段
階
を
弥
生
早
期

と
す
る
の
が
従
来
の
定
義
で
あ
る
が
、
部
分
的
に
せ
よ
、
黒
川
式
を
早

期
に
編
入
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
考
古
学
界
で
簡
単
に
コ
ン
セ
ン
サ
ス

が
得
ら
れ
る
と
は
思
わ
な
い
。
甲
元
眞
之
の
よ
う
に
黒
川
式
と
夜
臼
式

の
間
に
、
北
九
州
で
砂
丘
が
急
激
に
形
成
さ
れ
た
と
す
る
意
見
が
あ
る

か
ら
で
あ
る(

甲
元2008)

。 
(

註
７) 

早
期
・
前
期
初
頭
に
関
連
し
て
は
、
梅
白
と
橋
本
一
丁
田(

計

四
件)

で
夜
臼
Ⅱ
→
夜
臼

Ⅱa
、
菜
畑
で
夜
臼

Ⅱb
→

Ⅱa
、
夜
臼

Ⅱa
→
山
の

寺
、
梅
白
で
夜
臼

Ⅱb
→

Ⅱa
の
例
が
あ
る
。 

(

註
８) 

国
際
較
正
基
準
に
よ
れ
ば
、
二
〇
〇
四
年
度
版
か
ら
南
半
球
の

較
正
基
準
をIntC

al04

と
区
別
し
て
、SH

C
al04

と
し
て
発
表
し
て

い
る
。
比
較
す
る
と
、
お
お
よ
そ
五
十
七
年
の
差
と
な
っ
て
い
る
。 

(

註
９) 
海
水
中
の
炭
素
十
四
比
は
、
海
水
が
長
い
期
間
、
炭
素
を
貯
蔵

(

リ
ザ
ー
ブ)
す
る
た
め
、
そ
の
間
の
放
射
性
崩
壊
に
よ
り
大
気
中
よ
り
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も
著
し
く
低
く
な
る
。
そ
の
た
め
、
魚
介
類
や
海
藻
類
で
は
、
炭
素
年

代
が
四
百
年
、
時
に
は
千
年
も
古
く
で
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の

魚
介
類
や
海
草
類
を
食
し
た
陸
上
の
人
や
動
物
も
古
い
炭
素
年
代
を
示

す
し
、
ま
た
こ
れ
ら
の
食
残
渣
や
燃
え
滓
も
古
い
年
代
を
示
す
。
こ
の

よ
う
な
現
象
を
海
洋
性
リ
ザ
ー
バ
ー
効
果
と
称
す
る
が
、
残
渣
な
ど
の

炭
素
十
三
の
同
位
体
比
や
窒
素
の
分
析
を
通
じ
て
、
そ
の
可
能
性
の
高

い
試
料
を
あ
る
程
度
識
別
で
き
る
。
そ
の
他
に
淡
水
性
リ
ザ
ー
バ
ー
効

果
に
つ
い
て
も
、
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
筆
者
の
言
う
「
海
岸
効
果
」
も

広
い
意
味
で
は
「
リ
ザ
ー
バ
ー
効
果
」
で
あ
る
が
、
便
宜
上
別
に
取
り

扱
っ
て
い
る
。 

(

註
10) 

炭
素
の
同
位
体
に
は
質
量
が
十
二
、
十
三
、
十
四
の
三
種
類
が

あ
る
。
こ
れ
ら
の
同
位
体
は
、
光
合
成
な
ど
に
お
い
て
、
全
く
同
一
に

取
り
込
ま
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
重
い
同
位
体
ほ
ど
取
り
込
み
比
率
が

小
さ
い
。
し
か
も
樹
木
の
種
類
や
植
生
環
境
に
よ
っ
て
も
異
な
る
。
そ

の
た
め
炭
素
十
四
の
年
代
を
算
定
す
る
時
に
、
そ
の
取
り
込
み
比
率
に

つ
い
て
炭
素
十
三
の
比
率
を
見
て
補
正
し
て
い
る
。δ
炭
素
十
三
は
炭

素
十
三
比
の
平
均
か
ら
の
乖
離
を
パ
ー
ミ
ル
で
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。 
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献 

新
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古
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て
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． 
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光
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濃
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縄
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弥
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． 

角
野

2004:  
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野
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八
、
関
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武
史
、
日
引
俊
「
気
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流
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送
係

数
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よ
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砕
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岸
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学
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． 
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「
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『
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の
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． 
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邦
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「
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四
濃
度
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変
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」
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日
本
化
学
雑
誌
』
八
七
． 

木
野
瀬

2005: 

木
野
瀬
正
典
、
小
田
寛
貴
、
赤
塚
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郎
、
山
本
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人
、

中
村
俊
夫
「
弥
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古
墳
時
代
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土
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着
し
た
炭
化
物
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Ａ
Ｍ

Ｓ
炭
素
十
四
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代
測
定
」『
名
古
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大
学
加
速
器
質
量
分
析
計
業
績
報

告
書
』
十
六
． 

桑
名2006: 

桑
名
宏
輔
「
炭
素
十
四
濃
度
変
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を
用
い
た
太
陽
活
動
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